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発酵処理による塚畜糞尿の
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寡老糞尿琶翼顧として再利田往。ソclマぼしょ

うご））⊃だ動きは、肥：料ζしてのみ可用さ成

てのた糞尿老：禽i昧十としてモi剰用しょうと：する

齢にイ¢なうな））・こ（：Dような発：1趨はと＝！㍉ザ

冶接利用でさなの夫軍用資源である嚢扉老動
物乞イrして矛’熾する事であり、食物痩錬老短

縮しただけσ）モので一あ乙。翁づ国よりも下町

づ豊翻で国土のな欠なア又リカで、糞扉①栄
華価値ガ：梗訂され、応的野嬢えヂ’・始ま．り、すで

に℃年老経過してのるg一方、倉づ’国では穫

柱活フk導d）向上に，女9畜産物①利用が増え，、

豊材（∫）都〒hイじが蛙む1・こつれて、辱奮謹権．に起

因する公害、つまり畜潅落盤なと卦ごのった副

題づ’生じてむら10年以上老過ぎてのる。こ①

閻、蓄荏．乞瓦1書κ：女π処す15ために名フ種の処：与力

培（圓ユ）が考実，曳朗イヒ・さ1れτのる2ダ、それう

（D〔渉℃氏ごは浄化と日動とした毛一①でおり・

装竃の魚荷芝薩城するため糞と：尿と老別く1の

方法で：処理するた劫に、乏の費用、・手閻三相

1



当なΣe①1二な㌧って（ノまう。

　著壱rま・これらσ）闘題乞一考：に解決するプ）

砦ヒしτ嚢尿農6液乞一π助に処理回る方
珈ご興酵琶粉＝5、高クk分液状の糞屍老’高温，で

，発蓼癸酵させる装置・募畜糞尿癬5疲液：状発

酵処理装置琶封作し．その後術彦確：止した・

　さうに、こ①装雷芭甲のて処理じた三三
によう’d扉妨飼料化および、・牛糞尿に（女る月ε

：料／ヒにつのて検前芭行な・の、、）くっつの知見

を傷たσ）で、ここに報告す乙。’

2



第2：章　家垂紐i尻①発酵負コ王里に関ずi5農業．工

　　　　学動日算

　卑畜糞尿老発酵処理する方法と：して王見左行

ぢ巾畝てのるそ（刀巷図2に天ず。著者は、こ
σ）うち糞尿混宕で高）kララとなしったモ：のに3：iE回

した。　従来，’高）1ぐ分で6）糞尿①発酵は鎌儀的

割ヰ下で行なわれてのたために種’？の簡題老

生じて））た。そこで，’高水分で発酵さ電5事

態目餉と1した処理装糧（募葛糞尿）畏乞液蓑状発

醐理装置，以下、単にン装置と膨ち書己ず5）琶ま1f

作した。

　2，l　i甦酉教ク王里装・置に関す5石噸

　2，1．i　j装置のイ土様

　癸酵装琶は図3、45に赤した毛（Dで、次①
各窃3より：構放さオ乙て））る。

　2．1．i，1．　本　　体

　P発酵槽：鋼軸重さ1、5蘭）製、内径300心計，

高さち00湘の円筒型

　2）発酵櫓格納箱踊わkベニヤ（厚ざゆ祠製、

『00襯×nOO頴m×マ00　hM①立方イ本で．本・砕音P

　　　　　　　　　3



分ごフタ砦Pラ）ヒ，6’らなる

　3）撹昇櫓三門宕：L翌鋼アングル（30剛×90
勲×3粕閉）製・　400禰×‘700蘭×’4∫Oh，鴇の．支ヰ勇・

台で、撹≡二元支精工β一丁1有ず5

　4）三酉三図三つタ1鋼オ反（厚さ5－h∂製，，39つ

　｛95nmのモσ）6“ら2；枚で一憩．

　ち）撹：伴；櫓・1サタケ可搬撹伴櫓て200W、獄）施，

300←Pの畜’よぴ全是1000隔（D》／や7卜芝有ず

る三教羽オモレσ）7しつり＝L一型でンn9う一て，づ・」う

す診

　6）曝気ノ知し1ガラ7ザー1しつイ〔し9－30

M中♪芝鋼製12でフ。で保護したモの

　「0下下r葬1グラズウー’レ乙癸泡スφ0＿1し

芝羽軸才才ヒして臼㌧）た。

　2■、L2，　P再三8ロ

　1）温度計二憎憎三才芝検知部ヒし．癸酵稽の

在r帥5一（諭，25一ω，40α。①位置にがるように：．

保護芝難ねτ鏑製〆ρイフ・内に嫁参し・た《σ）

　⇒曝’宏㊥ホ9ンフ・：：才りオンドライガンフ・k

M牟’
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　3）流量壱†10MEαAGへ109／話、碍r）

　4）流量吉周跡弁1ホフ’フン型，ピンチコックを

代用
　室）」送♪＼痙回気車乞燥乙ごA一＝2ぢ00㎞」2太。つ乙ごん’こン’

りカゲfし、石克酸金堂芝乾燥有q℃丸で侵爾

　2，1、2。発’酵，の尋・件

　2、1．2．1．　オi才　：；料

　月雰（さ埼玉県大官書〒で磯飯惑’勝6＞典∈堅℃£ゆ

4し∋M著冷隊で嫉甑（縮含℃ン9一、レヌLドうン

①二階．食鳥鱒理場（Dアラなb6’圭）と」巷干の

配6飼料で肥青して・）たし副暇e種謝二一
ghミトe　種『およ乙ぐし。、n♂卜一匹しe－Hσ．留p5hこ←el丁重づ』’らヰ『芦

泄されろ新二階1屍（尿溜に尿ヒフIG見＊6貯笛

され一zの3・毛の乞代用）一望爾㌧）た。イで〕に神套‘リ

県相樟躁布（D痢二布獣1医斜大夢（家奮衝／圭営研1宍

室附属豚匿で配㊨下田（乙みあ・）西z3餌料・葡

期劣よて£復鶏（D、斗で胆嵩し’て、りたL働d卜。一に一

9α叩5hこト¢；種参ら羽卜地t小一3二二1糞、尿G争イヒ

乞爾のた。
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坪は埼玉県上尾布で進郊増置σ）項聾℃魁わ

し擁》…量数：場で、青：葦乙農醇門司料1二で食司養一こ二しれ、

てのたH。i5七eミn種妙う緋泄さ弗3新鱗糞、屍
（砂ヂ床σ）門燈。斗液芭・代角）甲州のた。

　2、1，2．2．　適：正曝気量

　2、1、2．2、1，　オあ料≡劣’よて父〔契焉寅’方♪ま

　豚（ま2，12、L①磯今回養豚zlL　1うヰ非）世’さ木’た糞

bヒか融。ヒ3・糞尿上ヒBlの和琴学期島㊨叡P

喝賑5七eし塗㈹レ以下・PWL℃暢記する）老
父。王里装置に仁」込多一しだ。

　坪1を2一・2｛σ）モのから小平された養16吻

尿8鷺一糞尿上e2：1のヰ糞尿》艮r宕）覆（C。w認a5℃e

し整。r以下、　CWしヒ蛉表しず診）芝勿壬皇子餐に

仕必ト＿ぢ。

　豚件℃毛に糞1ヒり当ワ①課気量芝○〈030

ユ孫砿（D號骨内で増〉併し．瞳畜参曝気量：芝牟あ

た、

　な誘・糞尿農6疹（肱s加し墜“酔以下・WL
、乙略壱己すう）①癸酵6）一海の‡あ下弓、乙してジ葎3星の

妻化芝嚢傾…女さ式自動最彦記銀吉†（賊。らひω砿集芝・
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以下・温彦記録計ヒ錫記す5）によって調（e、

ジ葎渥．乞キ畜樽ヒ，して用のた。

　2，1．22．2，　室吉　：舅…

　坪での1適王曝気量老求め5のに当ワ、おう

ぢじめ糞’5防刷5触糞尿上じ’、1①CWL
房よぴ・糞16ヒ31尿8に3、糞尿上62：iのCW

L勘む理智置に仕込冴、無曝気にて璽乾老行
がゲた。こσ）憲吉粟、：肇取上ヒlll（D⊂WLσ）最

高ジ蔭》昼一は32・0℃（この備（D気…量（誹マ10‘ヒ），・糞f柔上毛

211①CW』L（D最．1葛潅温は4駁DgC（こ（D脇（D気

〉昼はILO’C）ヒ㌧））た結果芝得た。この事によ

ワーキでの適正曝気量芝警める：場含（Dl糞尿上ヒ

は2・■（D（⊃Wしで行う事乙した．

倖でσ）最高液温（摸1と戸、川88£孫①曝
辰野行なつ‘た島に58つ℃（こ（D時σ）嵐渥は｛、〇七）

芝記録した瑞合ざ最高で、こ九乞諭復ずると：

最葛液温は況第に低乙かつτqぐ傾㈲に毒．
≠…・（図6）

　豚・で（D最高液温一は毒1仁う当り0ユ∫」匂臨①日農
気乞そ〒7；メ）　7≒三B青fて＝∈；　ε）、09（：ン（＝こ（r）　e・右（「）　儀し婁呈fさ＝≦）∠）
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㌃適記録した場宕6最蕩で・こ中下前そ窮3
乙最高快挙は〉τ第1て「匠ぐびつ「ど㌧）ζ傾伺にあ

ゲだ。（＠6）

　2、’、2、3．喧正1昆宕比

　2，1、2．3．1，　：材料本織よてミ（妻…鳶炭ブ5ジま

倖は2・1・2・しのモのぢ’ら棚世さ承た糞1・穿

尽loヒ診（重賞比1：1），糞20俗尿lo傷〔嚢虜・丘e2∫

Q！：動r巧・扉lo均（嚢艮とヒヲのノ婁16←3、尻

4ら（四百㊥らの鉢ぞd一のαWL芝襲酵装
置ぱ鋤∂＋・直正臨量であっ婁臣あ当‘川
8ろ」2協．の曝｝景雪行びい1直下ぢ泉・金1上ヒ芝尤とも左．

　倉男．WL①癸酵の一たの拒糎ヒして痕畠
σ）多化彪）昼彦彦こ録書†ICよ一つで調べ・、’液温芝キ号

繰℃じた、

　2、i，2．3、2　　i争吉　　果

　　　　　　　　　　　　に　コ
　勝の場㊨（D糞尿上eを1ロと仮定．して、適正

曝法量芝平め5曵i験セ行6っ7…6．’牛ゆ：場・循
　　　　　　くるとコ
の糞早上ヒ老4・1い乙仮｛聴した二言にぽ糞尿①》晃

育上ヒにつぐ）て二学年旨し7室’1ナ車ばる、ら’な’し、。

　この覇早，ノ千で（r）最高液3易乙を糞・夙比2！1Φ

　　　　　　　　　8



CWL6’1尽く：、　52．59C（こσ）併｝σ）ξ衰三期10，0ρζ）～量

記録した場36い最高で、こ中一藤野後ずると．暴

高癒温‘｝影干低ぐすうたρ（図マ）

　2、レ3，発酵処理1物の王里でヒ営的’ト劉1ぐの弁化

　2、1，3．1　方茅　米斗

　豚（ま神奈‘q県相模偉布のH考’勝で自判酒乙さ

劔一料によ9倉司二着亡，けしての一たしα扇障。£種、HαMP一

うhこヒe種（D雄勤直豚25’ら排泄「ざ廊一る新鮮：糞12

勉・聯痔‘【哩畜硅試験場一融畜r葺彦フ1鱒理
　くヲリ

施叡の蜘砂壁に若干①フk》兜ン1く乙尿の｝星ξ5芝中

たモの樋代釧2ヒり芝…誤解装置に仁」ムあ・糞’

k駐：当り○、ユぢρ／蘇で曝気したPWL老年才柴斗と⊃し

≠…。

　ノ千は同じく神套1、1早漏8四目z7hで、並3ゆ酉潮解

σ漂i型巳思7bオしる1く牧場’て青草と二、農厚飼料

と一で毒町着i，一さ東一て㌧りたHo15七e、り種6＼ら唱B世tれ

5碧T重羊糞f6と急，　尻（脈；禰流人「与hの［ユーつり　一

フつり一ン才疲撃手爾）8ヒa老癸酵網戸に位1込

酬糞穐当りα188編．で曝回したCWし老
誹料とし・た。
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　装置（；；筑連続6日間運乾し、Σ望転ネ刀日（ヌ8理育ll

と＝毛㌧、う）乞○臼、↓）し修し2、3∠航5一∈ヨと，しプ…。

サンフ91しは毎日定箭K＝厘興1℃してめへ100章

程耳芝乾画筆（∫）中1じ『i絡よ一1）梓1序し・一門6・に

分燕’に修こした9

　2．1、3．2、　ラ｝オ・r「ツう兇

　2、1、3．2．1，　図式験（D調製ジ去

　ラゴ蔚に爾罵りた岩式藁は・巷寺に断9のな⇔錫窃

（塀て和光純藻の一驚ゐ乞フにはイオン多旧

して得た純淑堪下、単に）1し℃いう）芝鰍）プ…・

　壱誹昇はpH，フκ分、肩　擁勒L葺乞物、粘彦：，

多「離度、葛管伝導度．1粒往令布につし）ては障

疲嘲曾爾の噛た。石こうはIO5一（口09（⊃電賓葦芝擁器

（以下，勝κ断り（：Pぢの瑞ちは単に乾焼器と鋸

記する）にて乾物芝作成し・言鎚i斗℃し7≡ク生物

挙挙酸孝要糧81・し』e思慾。ゾγ3£nPε串　ノ

以下、BODヒ錫記す5）、イ』蓉餉酸烹専求号

¢k㈹10メソ弓e・Deい副i火玉・CODと略記凱9、
）婁賜物（S嘘peh∂ed　S。1耐s∫法馬、　SSと二巴ろ言こす15λ

統1豊享につ㌧）てはフkに’てlo倍に：r希寡し吃毛の
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芝検水として臼りた．貌殿粒形分離峯は10信

液乞・更‘・こ水にてゆ倍に希釈した100倍疲と

椥kと一して田）りた・｛の酒多（T・七αlpb・5p厩e

以下・丁一周05℃老テず豹、全力ソウ6（1瓦4
kα1追鴨以一下・T一κ以）し表」〒す3）1ま乾身勿一老反：

化（ジた物『一塩酵にて・柚出じた柚とB液芝禰））≠三、

なお、⊆ン衝比rま吉†箪より、理論値として求め
た。

　2、1、3．2、2　ま武楽斗（D’デ｝；拝「≠1法

　D液温li熱電斌式自劃温度ま三二計齢可電機
製作や1τ）・一20℃へ十100℃用にて記斜、

　2）PH：日立一ゴ届場pH×一ノヲー（M5）一と用
のて〉則（定した．

　3リブk分：詠料適量きレあら）谷じめ但三二求

さbておQたガラス製秤量ビンにと：り、乾燥駕

で246舶翻乾燥し、零下芝求め、城二一モっ7

フし令量どし．この量のイ薯試量に支すす二二55＝事

解め・こ甑芝フに・r肴ぞ｝量とす5．

4）艇分1乾物証料（来分芝警めπ的（b車を物）7

薯乞・あうがじめコ1“ノブ1し畑ぐ500へ600ρ（ブで
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2蹄闇厘化し、桓量乞求：めて吉Qた磁製1しツ

ボにとり、く2爵亀『扉化し、ll垣量芝求め、こ①

重量参らツ（し走①重量芝蛎父じた・∈の老柴且厚：有

名量ヒするク

5）7自馬弓1茨式（こようて右梅物老求める。

　　有儀廟（％）＝100一（フk6＋二分♪

6）乾物1＞彼式〔こよ）て車乞物老下忙とムう。

　　乾物（％）；（○○一つにく3

7）粒彦1り才ン粧層式乞；社禦，〔ご7：コ〒λター

レlscδCe～毛er　VT－02婁G葛米5塵用）（図8）下用し）て

坦臼（則し7三ρなま1、シりコンオイ1レ（葡8ロ5b・信

越〉リコーン）（「）17うCS窃よぴ375cSで校

正葛篭なつ7三、

　8）条ll’斜脚1多q離箱（【0い×10蝋（Dブりキ杉①

周囲も1師のブワ宍板で縁と39し’た毛（Dで箱

型｝乞⊂てのるX図9）1／こま醸斗i絢20m£『乞鈎一に琉し

込み乾燥器で12甲声乾燥（通汗雫tなのし，

お銃後に剤離都ヒ非下竪注部（D重量乞秤量し，

　　　回り離醐＝鶏鵬篶重彗×1・・
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上記（D試によって求め5。
　9）電気伝導π蔓　、東≡歪雇謹i監製「「O　A　ζor～（」レて一手

m滅eXModelCM－3M）ち用のて測（起した。
　10）メゴじそ著≧！ラヲ7各1　＝コンタL♪一ト骨ヰ才学斧iJISs七ソle

（円筒型・4塗20（の（D4Me5h／　9m〈≧≦h／20me≦』ノ25

me5h、6伽e5トノf50　me5h、200困e5h帯下の，
吉式釆斗老ε3弓ラ画ll・こつ7‘づ一た。　吉野柴斗（；kl＿Ω野冊し）、

重量等等〕（：DMe5h（・こ疵し．込．∂些．同量①）lcで、τ

㍉）悟のに噛2回〉庇浄した・自然、乾繰老12筋早行

が：プだ修．‘0そ小一ぞ㌦れ，①m．e5h①重量老骨リ、そ

もれぞ帝α粒程の分布芝全体重量に苅ずう百分

黒滝モって表みした・

　10BOD：検フk老；補強＝希痴～フkで1000倍（原癖

参ら・（づ＝ioOOOイ苦）、あZ＞））（ま！2．000倍（種ジ汐2タら（δ

20000倍）に闇捲；希釈し，宅｝量200mρ（：P酵妻ビ

ン‘ご一フ（：「）・希箔で1こっ＝ぎ2牢づっ瀞参にジ圭λず

る、犯（o・希釈検7k老台周製して15一分イ多①〉窄疹酵

素（Pこ55・lved瞬h毘七子肝・DO槻記すろ）

芭ウィ：ンつうーアジイしナトリウ乙κ妻3i参によ♪

て求と1）る。・他σ）一；本①酸孝∈ジン（ま20ゴ：1ρCの

　　　　　　　　13



恒遍器に’保惨し＼5印〔∋後に’艮題のあ箔でDO

琶尤～丈）る．ρ15’ラ5修σりDO芭DC臥　5日哲多σ）P

O芝DOz℃（して〉契式によってBOD芝，求｝め互

　　　BOPぐPPい）二①OrDO2）燐筆端蜂

　｛2）CODI糠フkσ5認あ多）りは｛0戒芝三β｝フ

ラズコ（’ZOO戒宅）にとり・フk乞力0ブして100漉と：

し．こ，卜し1・＝水酸イ（ブナトりウひ瘡溶く5N）1早老

加うしる。更に矯N置マンガン酵力リウα痔疲

10m胞正しく加失て、蹄騰フκ搭中｛こ三角フラ

又コ乞八呼～、3α分間判縛するρ次1に・ただ：5

に写譜亜劇Om動乞加スて酉塾｛住と．したのち、，矯N

＞ユウ酵ナドリウし㌔昏昏10恥曝正し．〈好気60

へ809cに促ちなづら、，あNP過フンガン酸カリ

ウα瘡液平臥）τ徽紅邑芝呈すうまで》繭定タ

5．別に、フlqOO設につ㌧）てモ空訂駿苞行な

う。そじこ、〉兜式によっ「こcOD芝求める・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・x・（：OD（PP鴇）＝（（瓦一嫁）F×…護霧i∋急×σ2×｛o

　α・糖の癒定に歎た⑱2ンガン酵か）ウひ①成敬

　♪ぐ・まぢら2ナじと6偉蛎釜一乞にンで音1τしτい3（∫プで
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　13）ss：検フk50切断取々管に粘り・2000甲
孤ノ20分間遠1じ令商注したのち、上シ登3る芝マリ

くねG‘ご桔で吉リ、次殿物にりlqO認芝力。氏てが

うλ唇乞貸し）て白・〈撹伴異渇し、再び塵1じ6

離iして上3登癒芝権1τ3・茨に、おら6じゅ重

量既知の藩匙皿に蛤殿物芝フkで茨蜂しなず⊃

琉し込冴、軋燥器で24’分寺方乾粗し、桓量老得

る。前後σ）藪官民L①重さ（の嶺う芝粛と5、〉ウマ芸じ

よっ’てS5①PP賢パ亀嘗曳ず3・

　　　鈴ζPP醇α×器鴛£×∬酵
　　　矛・ま1らづ・じ配り・倍に鳶釈し噛ひ潜Φで

　㈲維窪妻1｝引しダー1し跨dd巳』じ去によっτ

定：堕す5。〉庭σ）有）去により吉倉料芝ラブ角写・茎笛

・滴定ず多。

　ま戯i斗の乏ヲ餌・検フjQ．0辺’匙200祓宅・ケ1しダ㌧

1し5解じンに℃り、句：餌促進制℃して壼伺力り

未鉤｛3℃早蕨酵勧30成乞静ぢにカρう・て振｝3

す5・こけし『亀ド｝つつト（稿で・．（誤（こめ撃つ1て九D

軸し、）に第に強く塾して内碧3葎6透9創て：な。

だならば、璽にα蕗間して分餌芝羅3する。
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分解ビン乞放置冷吉。三四30辺（D北乞〃しつ

つ注♪＼し，晟3す多、故壌イ多、’方餌（ゴン（D窪

・野芝；茎．笛。こ甫㌧り診・

　分解；ちの蕗鴇・叢1室はkjd　Jσh病妻董麿薯

置二人鋤働。彪爾・りて・〉リコ①ように行び・ち

｝鋤ガ7κ一ナー即納火し・き気暑佐用フ
ラ；Z：コ①フに乞十1おに沸曜…さ琶㌧圧力琶あ慨し

て誘ご。♪嘘に笏餌じス後器（％へ」蕨，酸⑳吻芝

セットし、中年0βギカセイソー・9“一門ri5解e＼ン（D

中の方餌・癒に重饗すz～ように瀞乞卜‘ぐ》圭ノ＼ず3’

そして、藝里門．続，げ、笛出海一包討よ・早知戒窒

度壱け3。

　留出痴の病患・＝播〒摯℃してコンゴーしソ

ドr包爾、）、ノで6Nりに酸（ヒナトリウ（メジ含癖で｝壱定

すう，

　な謬巳病ミ北巳〔司量。））1（にっし、でそ以上（∫）金

：前作にめた．て奮献駿亀行がう。）健茸’によ⊃

て全窒素量萢求勧∋

　　T欧PP浄）二⊂α一諺）F×罵最×1漁・
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　　Cい〉倹メしの♪菌『走に甦した！ヒ6klフ1（一画塗でヒ’ナトワウ乙・

　　　瑠ジ蔭（D祓数
　　忍。僅吉式蘇のシ喬蝕’こ毫（ゴ三！信N）！（酒峯化ナトりう（4

　　　瘍病の鴇」≧蓼
　　F・升6口）1し幡多でごナ←り6ひ献血①「体6tσヒ

1ち）三殿紅影回商注華：凝）1し2∫醜即吟乞ジ宍膠皆

にじりの。。・レ伽で｛⑰間蜘じ令離したのち・

駒．込ヒ9バー7←も爾・＼駅殿物騒と〉雲蓮半旗℃に

有1回する。こ郡乞’重量無論P（D茎肇∬らに呂ll〈》ぐ

六魚心憐器でつ続間乾擁しざ（Dおの桓量
心証とあろ。そして・〉更一式（（よ）てオごとう5・

　　古殿紅影鯛瞬・ぐ％）二蛤尾i鵡鍔睾二三窃×（。。

　16）T－P≧05窃、よぴ「「一一k≧Ol）史の市3吉によ

って府すう。

　梗瀬（：D宕簡製・言式手骨1才党全に配在rしたモの彦

僅爾す3。徒∋：量に二使爾ず3篠「液・c圷疋亀〔5正

酵（10％）10誕乞加九て、重瘍一煎上で｛へ2磯間

加回し．三角つう又コに》セ無『包爾〇一て炉⑭し・

武渣に｛挿塩酵（。戒励・大て言1嗣様に加息
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炉1遇し、専に残シ査にりに20祓芝力Dλて30門下｝墨

して、柴鐘し，首げ葎にシ異・Cて宝遷乞｛CO辺と

して丁一P≧○∫∂；kよぴT－kΣ0（D定，，量（舞の楓2F

曳回する。

　「「一Pz　O5の定量・ノ〈ナドモリブデン酸♪まαし
　しロリの

綜，までり1ぐ乞力0うしてヰ雇℃うし　30分放馨後叢一冨

420M①ラ）光光度吉†（田TACHlM。dd／0Dで9恩光
　　　　　　　　　　　に　りり
度亀測定．する。別に茎導疲一を作．孤し瞭うヒ：彦

君らフ慢遷窃1｛・こより炭量，芝求め、次式によつ計

財多・祁。動＝竪％）捜号（5）x｛・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（iジ6〕
　丁一k幻の定量・垂硝酸⊃，引しト誌（重昏昏

｛こよって健量亨5．検殖iO醜竜50漣①（ゴーカ

ーにと，り、〉嘘にローHNO3芝力ρ戊、璽に、シ穴戻∋

剤としてコドtしト亜硝酵プ←りウ（メ房履（⊃κ

1しト豆硝酸ナト1）6ひ隔芝）に5切2に跨餌し

搾過した痢⑤施£勧のしマ撹洋後2筋閤故貸
す5。生叡’したジ宍薩一乞’重一量概軸σ）ガ＝ラズフィ
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1しくヲー（1G一∠のに○，Ol卜」一HNO3“廼∈肩9てラ移

し，e㌧一カーに＝イ可1養ず3望究殿’a＝希石自琶萎で数回

3嫡｝し、　ア1しつ一一1しづ〉量でフィ1しタ・一「ヒ5分争

しG乾燥器で難燥して桓量老：虻勧5。こ（⊃塗

薩（才）槍芯’笠モ）一と表：め’さ・入3・

　k≧NαC。（NO⇒6・H≧○×0・乏○「ヒ4一こk≧C）

4従って、壱†蜀は：次式rこよ3。

「一一k≧o（％）二　　県i募ぎi％）　×｝吹鰻・量勉）×㊨ズ（（⊃○

　1「て）（；／自比（縫華壇り：「右）儀物中σ）旨煮量一乞皮）％

　　　　　　　　　　　　こゆり
て，し、メた：ぎ‘てよって蜜±二ず5。



　2，L3、∈∋，　結」粟乙うち曇ミ

　D液温．1結果老身て／に示す。液温は瞬，ノrF

℃もに’気温の峯化rこは：、’あまり影’響一さ巾ず、

・装置（D運転闘絡何年へ礁8時間’前そ多までは：、爵

閻（D競過に（浮ぽ上e例し，適憲働に上卑した。

そしτ、最高運営芭示しだ後は、気温の下丙｝

に伴がって軍艦・毛）健第に下降した，従）7、

あ》塞…1度ま一で瀬》屋レづ’上：屠ず4dず，最高癒温さ

添すまでは、（手ピκ℃『え温の孝《℃にσ：影響ご

れずvご高温ぢ特撃手5≡事づら餓）7i…．

　ま」た，痕温の上昇速度ご高温保寺手口｝間は勝

では，上津荏彦は上ヒ較青年㌧う（4aぴCにす3ま

でワ2爵閻程夜）6，’高温は」i乏野間（60、σ9Cエズ．ヒ汐

24爵閻以上特彰i）保：臣され．杵では，上昇塵度

1｝窪Q⊂4虫○℃にジび3疹で48併｝間程度）ガ’、喝温

怯短餌｝間侮ODgc均し上参2年暁墨黒」＝ギ｝続）し汐保

塘さdし軽い，
　　　　　　　しロおコ
　蔓に測り（D吉式験では最高液三星（夢勝で糞回し比

ll｛（r）wし6’名器で8g、09cC（Dθもσ）気逓9、0

そン）に透し、夏要貯⊂・琳～「9（二Cこの曲一の蕨温2一？ρ9ζ2
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に拝した．また、去キで糞．扉．be　2目①　W」ず

名期でぢ8．0。C（こ（ηB寺6り気温LOりのに1窪し・夏芽月

で＄．○℃（こ（DO寺の覧ラ昼20、09（⇒「こ達した・こ畝

は。豚，上キと：モに気温より℃らDgC響くモ液温．

芝上昇ざせ馬事汐、…墜下には年間老通じτ

可能だ’じ㌧）う結卑に：す3・

　2）PH＝鈷畢芝図12にi〒す・P目は’件で糞

尿比2目（「）　WL（D年始蹄に8．80前修（D毛の

が序く2に上州し，4∈ヨ目rこ鼠80と一ピーつに：豊．

した二復に，下降しア三・勝（：D　VゾしのpHは一ヰ

（D乏（れより」毛て丘乙、閥砺屏｝1（⊃「て「～0首qイ多（∫）モの

ガ岸つに上阜す5場4δ巳r一旦pHず2β◎
頃に6けて485ヒ極端に酵椎弓1A傾・、たの3，
急門下C上弓し9、00以，上℃「σ3’場凋ぢ参’あ…；ρ

　目雰（D　WL①ρHσ）峯イヒ過程に2一♪の9イ

ー7うガあ：｝づ’、1糞序。の撫半づ艮ぢ壮景導「幹適1気椎

ぢ’壱i腫｝がナ濡’疹』＼⊂、そ一うで7ざ’㌧）場31℃づ～あ；｝6＝

①℃考づ）う4しう。「年老）①場登51才｝ヰσ）　Wしと．

圃イ頭桐のPH（D妾イ（ゴ乞ず、》ぢ’，イ珍ちΦ：場！15は

PWし7夕塘航鋤）び状熊℃『びうてぐ3・た（猶に，

　　　　　　　　21



〈甫．受・健の徽生物フD一うの・代勃丁薩物のために一

P｛づ（言「F降す1う：8・〉に第に償常星「5剰員§，7タ書

硲ヒづ9・通気椎づ＠復ず3に＝従㌧），ρ1帽σ

上里ず3｝モの℃‡注に「さ干し3’

　3i）フk弓ヲ　　：　系考果一亀　⊆ZL　131こ＝モ〒し　ずρ　　フk二づテブ　｛芝チ　月尋く∫）

＼λ／しオ’聞〈どδ9寺ぜご8681ラもづ㍉旨F≧3　P毛∫こ87，「てワ〃6fこ．

♪キの　Wしず閉｛お爵κ＝8903％オ，鍵3腸1＝83，

6う％℃欠ぎづ斐イしqびずつ7モ≧づ㌧　し）ず・喫モりk

う絹物1才あこ7∫っぞ・、夢。

　目撃5鐘肥’な’と⊃・（掌りに分の暑酵で（6E、鰹酵髭

づ一等むrこ従の、平体重量（渉，ケ7ゴ〈：7びり，♪k二参

実験では、難関過程づ山側モに従㌧）、全体重号

〔渉／ヅ畜曳乙7∫3，宕胤　フk坊歪5量ぱ（矛てノA池まiでしし

ぢいつ’，墜にづ曽力Pす多檬参落果ち’得：左。　こ（9

埋由℃し一て、Wし（を十3に撹；浮9暴気で中一3宏

めに、マi叛的串件下で（D’微態蛎の作，爾により，

ア〉モ＝ニア「子下1・こヒ娠（ず♪勉σ）曝す異嚢が干た

弥よワ考叉ら弔：う、

　　工2．ωH3十30≧一→2－H）0乞†2．H乙〇十f5「6c辺，
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　　1［　つ一H）0乞＋02一→2H｛▽03十4∠←cα∠2，

WL’挙りκと，嗣じ比塾℃す敵ば、潅♪1屋L老09C6

らGO　gCま．で上暑さ，「ご51て：（才CO⊂成．①推量しδ

坐甦℃し庵㌦、ぢ、○℃①♪jdiΣ董．鞄さで5には

捗9ら。α¢．キの四望野栄’要℃年配て・）う。この

事参ら、WL①分解により若干①水弾闘う・る

づ＼：今庄融量（窃つ1し芝早瀬さ危3にσβばず

そのために．関野ヒしてフ∫6’δ一一6’増うし多召

①・ご考づしら弓＿3・。

　4擁疋分1千守畢，乞図14‘C〒す一。1更．参r渉勝の

W乙づ’餓｛劣鋳・に沫9「τ％7葉絡う鳴に’257％にな

った。牛では閤セお9寺にf、rτ9％6’、整う鯖に2」

マ％℃、・乞・哲ぞ中伊ぽ直も§≧⇔IDに塔：る0し7三・

　与）商轍胸1紡果物図15一に吊す，7自今襲物は・豚

で（渉闘始爵に【2≦＞3％が覧釜39寿1〈二9．8専％にな）

右，倖で（ま闘・鰺蕗1’こ〔038％6へ釜：う貸も1二8・ぢ3

％と、そ車覧’中学〃した、　こ車‘ま、水5①妻

続考慮しぢけ中．ぱがら6㌦）2夕．15こ分（∫）羽化

晦上州凹しす診。お梅1物1言微生物1ぐよっτラヲ解

也索．〉他第に瓶夕し，無椴賜、つまり隈＄に：
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事・色・して㍉）ごρ

　G）乾物：緒果電図16「こ示：す。卑二物‘ε婦尋のW

しが’闇重お0寺rこ【3｛9％づ’，i盤3B寺‘C12．23％’に：、

←F6）WL　7夕闇迂ぢσ寺IOlO、99％zダ’、　：釜3　θ寿∫て＝‘0．37

％乙，・乏ψしぞ塾♪に分と個オ叢に大」モむ：ま5《ゴま一呑∫

回った7夕、．｝ず・東モ，」乾笏」量（づぢ磯下してG3。

　℃粘彦｝繕二・巳図1マに爺ず。粘彦は豚①w
L6儒ξ「｝驚｝戻｝fて＝2らて）こeh・七t－po～5ぞ（」らと下，（＝．pY二齢参Zす

ろ〉づ摯うβ寺に甘。⊂ρに参ジ、「粘椎（停1岩に一ドず，

た。》た・件のWLは蘭逸鵬に3600こPず盤3
爵に四つcpにかり諦δ・性（読λ御．下rこ下ず）た．

　一一般に糞尿（儒σ）：覇メ彦⊃（誹糀ヲ度壱†の0一つ一の

←．1しクイ直で・、）↓；貞二、7k＜つ圭糞尻（養1こ尿「二　1、

2）＜三脚尻（糞：フに＝f㌃D〈生毒尿（套こ♪k2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いコ2u×穐：勲肇く往糞の1　夏に為・）イ塵と．ぢ5ζ

q、わ娠．7k分が増λ1多（｝じCあδq｛宕漁イヒフタ

坐ジし（手て』半δ・1生（才種＝下す35・毛σプでお3・　こレれは

豚（・こっし）ても、励隷参≡事2夕＼）玄！う・モのし足・わ

・れうクつまり，乾酵如理琶加六疹’い重．扉、一希

私…率の位の糞尽fま非ニュート7液体の踊【健老
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示すガ’，整酵夕ρ理危行びつた糞扉、・希寒四季の

高・り糞尿r手早、フし6肇含）1ししeの増う0に伴）2

二2一トン5就体白b～乙ひう’ていく19

　8）劉了雛：度1結果芝図78に示す一。尋q商往：彦1渉月尋

・（DWし7ダ闘鐙9毒（ぐ33％が“盤3喘に：100％「こな・

リ、件では一・關伽時に○％ず釜3時IO虫）％と

そ牽とε軋割離（D導零ちぐなってぎた。

　鞄酵タクi糊して㌧）号WLd）物1駐：、液賞づ‘“茎イb

し，その乾燥物ぢ“乾燥皿参ら景q畜下す5；旧劇勤
　　　　　　に　しユリ
老化す3事は：美景窪‘こよって行参ゐ砕し・た。こ

木はフし＝テンレヌ製の権琶i劉i雛；板として，i劉憲崖

彦一乞求　めた．7夕，言戎料2夕毫1つ、つ1毎9、フk6i3ろい蕩；

すぎ’5B寺づε（｝導き♪1δづツ圭C　3ので、老老・は、

ビリ’あう》ずブり」キ老．箱形’｛こしプ三ξ国辱崖箱rヒ言式卜

し、僅角したが、でΦ乾果はまので志）たの

で耀真亀軍陣た黎1儲範芝訂寵し．モ索ぞ恥じ

つ（｝z鞭前ず5事毛必勇℃鬼。b廓た。

導嵐∈‘ec℃鵬。・n磁M℃時下1已。て華言乙鯵♪

け勝のWLが旧く謬第1・こ集0㎞U（脚鮪（ン養湾’。’
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日∈∋に上皐しワ、隔てア’乙びつた6・乏の後・下

網しiデ69‘て（才り3頴て7と」倉）た。！ヰのWLは

闘年齢・に80ぜひ6へ3日目に18．○漁びと：，高ζ

なった，，汐・吃6）後・下嬉しフ∈。

　’巳。苞測定す3輝輝として・wし（D肇酵蝸

雅で：塩嶺瀧彦ザ窒化し・7旨乙なった場宕ぽイ乍

蜘に対して佐有瞳馨一三三茅「＝で二3≡事モ「あ3①

で必奪で一あ3。また・ビニー‘し’＼ウヌ．の土：磨

浸．出殖ICつ、）「こ1さE（⊃℃碗三農§r望妻ゆ窪彦．との

1相即6あ、、こ℃ず：ら、EC値で弔事・量「と⇒平定

しょうτす診言式∂＋モあ多汐．｛著者σ）〔実験では

喧．煮量℃E⊂て澄℃の関でi執てこつ、）てCまB角皿十善5

粟（鵬ら県「36一つた。

　1（》粒径分7ゐ転結卑一一乞表1に…㌃す。フ粒‘径分楕

1ま月雰（ηWしず醐せδ蛋｝にう9㎞ぞ～b以上のモ，の容48，

ケ％た’つたΦず雛3扉｝1’こヰ2㌻％に、ま一た閉始

踊に200陀〉一£以下の屯（hか43、1「％・だ’つた①；6h

：漸う1痛にぢσ5％℃右う7乞。一肴、件のWしは

閣｛彦θ奇に3⊆「川ρ5ら以．上の毛（Dず6砿0％7ご）≠三〇

ガ釜）θ寺に4恐ζ％〆κ、i｝た聞鮒θ呑にrユOo舵5ち
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⊥メ、下のモ（∫）7ダ2駁O％7ざつ7乞の6釜3θ昏1こ3fλぢ

、％℃参うた。こ①事づ’う、登面求刑薩乙i程瞳汐

畠むに牲の・鷲σ）粒往分・布（ま粒の」・さ：な芙0

ずち（び多事づ鴇色つた。

　ll）BOD、結i翠「乙図20にrヒず4　BODは豚

のWしが閉砺曲ご98300P伽が茨第に涼ゆし．

強中、一ム墨駐iの上昇老冴たモのの、絡1暁に

蹴00P伽℃ぢつた僻乞率4字26％）．一方・候の

WLは聞〈お爵1二2』）2．00ρP栖ず，伊ほf直綿餉に溶

性クし纏塒にワ。σ・PP託なうた（駝率口切・

　PWし①BODぢ・一思｛’こ酵母し完野里由と
して、♪夜温，G上昇‘τ件な㌔）襲紀1…葭㌧宕ず亀彷rK｝

だ「の彫で呈6慣し一た更①℃考弘ち4へた。

　12）COD：結卑乞図2ロ笥…す。CODは1琢
ΦWLザ闇せ櫛に【り300PPMず＼z88夢一では
子吉馴・こ）歳冷した，汐、ユ）む後（さ：橿は・いの荘態と：呑’

り・終3B寺に（5600p伽（剣聖毒1つ£r鋤ヒなつお

にぢrデなd・一お，儒のWしは闘始B鳶に∩600
P卿75’．〉軒第1（・5蔵〆7し，｝ま中，一．過・陸の上昇左

冴ちか、釜3暁に14qoOPP囲僻去率1648％♪℃な
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うたにすぎがぢつた．cWL君一過陛に」＝
昇した，あσ3夜温の上昇に伴てジ」〉≡建尼歳ラ1・ダ向一

防参の価で劉響したr三ゆと考㍉ら・E3・

　（二〇⊂）の除去牽Gは．勝一ヰと，r三に丈参に低
　　　　くぱ　コ
い．岡ら（詣豚糞の腐勲．化の自宅乙して⊂O

D老巳・）あげ．乙・Dが下定し右醜ザ突蓼1

①㊥r毎だじしヱい；3。著老の嘆i，験．で1よ　PW

Lで2B目に【55・OPPM、3日目に【鈴。OP　P臨

4日自に1ぢ8・・PP団．5臼目にlr6・・ρP即と宅定

して、、ろ①で、他の項．目な℃℃の　関係毛あ

うフダ．岡らの嘆ヨ、験哲諺禦ヒr司｛回向0結畢一町勢’た

事rが3．一一’ち、序①堺謬け挨五｝で、こo
D一乞7薩；勲イヒの日宅苔乙，ず3∫手と3Φ重暗潮（づしそ零ら4t

す6一つ仁。7す店・、乙OD汐時嚢の程度一型奪夕

巨塵・しがる嚢づ’（†℃しては・　（二，ODの被酉璽ても

蜘學℃してσ有下物君圭奪6r鋤でみり・袖
二二とyぢ♪肖蜜す37角概物（D統号とρ〈MhO46

消蚤す5有衡物の．総量r歩等し・、ぢ1正上ヒ例（相

閾レしでい多≡事ず’あ（ず’らψL3ρ



　13）r3モ31緒翠：「三州221：＝示ず。～；～1ま月琴；（DW

Lづ貸下蔚に8460P卿ぷ急激1⇔蔵〃し・縫3
詩にの侮PPκび♪た（P籠：辛41・61％）。一方、！千

①既は閏学割に6。り0卿義♪健第に職・干した

ず墾う崎fて4～依）P帥℃な㌧た（ρ詑・毎21・管％♪1。

す・き”7『6’っ≠≡、

　14ク糸乞喧煮1素吉、果琶図2．3に…豆苛。系起『≧患ぐτb毛αl

h・毛卜。う伽以下丁一Nと門門ずろ）‘夢静のWLは閉

門詩に5マ43PP認2日自1¢首rす了4000　PP淋下に

侮も峯1343％）℃ぢつたに●育・ぎい呑』づ一つ7乞。一方，

件のWLは胱お暁に4ヲり7pp誘、3日目診でぽ
’あ夢り一茎イヒ芝謁てブ6、っ7ちず，　4．5〔ヨ自‘こずげ一

で急馳⇔蔵メ7し・終3矧78cρρ簡（晦ま華∫9、2。

％）てすっ7≡・

　15）3穴灘粒形ララ禽臣牽：結舞Z’を薗24‘に深す，｝7こ

皆野搦離峯（隻」・頴崩卜αこい5εPα←誌二・め←‘比・・以下・

S2℃（賜老こすろ）（モ丼豚σ）Wし‘す閤逢診日寺f＝［6％ぢ＝

直二丁に藏メクし，里門＃｝に礁％℃びつた。一

お、犀σ）wしは閉く齢θ毛‘て90ヅ。ず、PWL、乙r司
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様に賦卜し、繋）β寺に路％どなつ7∈。

　裂酵⑪理す5享1こよつで、紅形ぢ ∫一亡くな
った9、等q窩劇建増菖くが3事は己i右。ぜペーた61
　　くらつめうコ

美；菅i津は，糞尿ジ島町海芝1静置蹴殿により需別

した里国物（D乾物範重量に麦拶3割1き’ま．喫

験閤始B手よワ〉ケ～第に藏、少す3と報秀⊂マq5．

土野は、プヲ嫉’乞・若干冬久S、12．伽乞塊fb完。そ（P

結果は：判者身①毛のと⊃（司様な傾向でま～う7三．

　16）’T一声0∫雷よこぐて」k≧○：を吉果一乞、吃車Σご中

図25　　　図26‘C〒眞　ず’g　豚の　）レ！し　のT－P≧0∫Gま侵鼻せ3

1玲に0、f7％汐、影…3D寺‘’こ．α22％に：，また，　T」

kし0（才譲δ偽に0ゆ5’％ず鮭3β寺にαU％ヒ，老

干σ）野方。汐噛あった・一一方，件のWしの一「一P≧0∫

は昼ξ｝塗おB寿に0・06％君釜3B毒jOO．03％に、　モ｝た．

T一㍑○｛；｝聞くr移D寺に○．12．ツ』汐艇うB寺に0．16％と

著千の増加ザあ。た。

　豚一キ℃r乞にT一尾Oy，一FヒzO6噌加した。

は∴厘劣の滑動‘¢伴がう今回け上の増加IO過
ぎ・な．、毛（パし爲。b索7ち。



の96比：結果老図27に示ず・　WL・ご
wし巳モに闘銘埋けこ／構e（窃r夢ぽ個。（Pw

し汐口、3，cwしずIL8）であ・たぢ“・中5毛

ヒ軒口骨導ず色q事，除志峯の為q享によっ
一乙。／《）上ヒは7多望落’り、、総3B寺（こ1さ23マで’あソ1

豚でけ9、8ヒ，両懸ヒ℃一亘（チ下思。後・上身

しマし・まつ毒。

　2，L4　／1、　；括

　撃ち糞尿一乞…窪酵交）理ξ多石汗雫（r）う一ら，女｝気
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こにの　　　　　　　　　　　　　　　　くさラ　　　　　　　　　　　　こヨラ
牒離1τ盟瀞諮四一n！俗マ閣らノP・毛編
三浦う、伊沢ら、森本ら、：美智蝉，Rle　mαめh

らによって．近年、歪重2の方法によ）て行な予り

けした。づ従：来より、喫ち糞扉1芭癸酵「ざてyろには
　　　　　　　〔ヲワ．‘66〕　　　　　　　　〔16マ〕
フκ命吉圖：略し，（重フk’分℃し、7kラ｝60％台を王里女皇

としマq5。℃（の：た醐Cフk有自象少させ5方

塘として糞駁を有離し，；更にオが屑，モ三殻

なとをフk令噂町回（物性調整掬ヒして臥、3方

箔づ晩距身q百りな屯（：D’乙さ牽ての3・づ㌦　しグ乙’
　　　　　　　　　　　　　　でおコ
毒晟皮P王望の主宰：参ら物理言周整材の確保と二・））

た閤題汐佐Cてく5。　こ弔ら芝角恥来す5一つ）
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肇材一物爾、）ず如理ず3お落ず・美者窪1高畑、
〔lo8．　U3、　U4，口9・にO・1⊃1・12ユ）

著老らによってそ〒辞め恥マ・13グ

　老老（さ疫術餉に困難糞ゴさ承てq5液’体培養

城芝糞下交）…［駐に応爾し＊舘。へ30％経度で

の高）、し㌻ジ糊で響町畑野3た歴の楽…｛蛋（彦巻養

尿駐宕強癩状薯酵二極早鮨置）「ヒ誌作Cちρそし

て，装竃σり運転尋’今迄殼定す3麟1で・♪弛①

襯｛実線乞を〒ぢっ7≡・

　（覧）⑱正B尊覧量

　液状竪酵で予予の竃蓼・（なる「修長性’高》昼菌の

聖為浮華⇔ぢ・毛（D℃ずろために：、王曝綴一量σ）ヂ
　　　　　　　　　　　　　　　　〔66〕　　　〔5⊃
定，ぱきのめて重専づ事で嘲あう。三痛ら、隣1し
　　〔の
Bellら（D実験糸壱果お一iうナこま冶呑見当老つけ一、

｛皇1気量琶増平し，適当参9景気量を一5だあた．。な

劣、室嵐量（渉有櫓物．・）琴ワ糞（D重量老残導

気量は牌でσ186ユ孤，艀でσZ駅嘱ぢ’蜜正と

忠ゐ（添一た。



　（2）適正シ艮3比

　糞乙尿．の上ei率、ひいて1ま婁尿〉艮毛5ジ種のラk．方

に毛及ぷ’6、通，常の馬糞厨し量（1臼当L）、牌で

糞尿〉昆馬蝉につのてΦ検：前汐必奪と廻の娠3」

吃こで，適一正曝隻量σ）毛℃で濃宕上e’ち婁づし

直正農宕比芝粛あた。その…諺果．：糞扉泉3上t

（さヰでは糞晟上e2：1ず適正と鬼わ甑7≡。ま

た．糞扉〉影ち比（さ手書の薯注田＊ぢとi「巳谷宅
　　　　　　　　　　　　こぜキラ
G）一で、将辛的にぱ吃（D尊母によ・り水ラ1老三千
す’

ｽ・べr圭であ3。

　（3）…馨泡i険象

　i賢君の馬車ろ；寄件老殼碇ずろた66に以上の糠

容寅験セ行’呑：つたつ’，哀遷幸酵6）途中で、液温

6’上押す：∋疇i。特に409Cち参ら」動9Cちにぢ’3

卜書で、陣し氏て～①瑞参、る，少なりとモ義塘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔6の俣募（図28）芝呈したρ苑‘O保温勧果之デ’さあ；3≡事は

・一一zに知らr紅葦謬き℃保渥じ（D閤に停一定の

闇係ガあるモの℃逡ゐ軋3．。また、仁」必謎復，
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しばら）〈：はll硫イeフに畜！契、メρのでアンモニ1）舅

芝感ず・3汐聯児ビン芙に臭辰（窃賦ヴす3のでゼ

写生した．）包に’臭賓亀を∂十」ム売よう鰯な作爾モあ

3ぢ℃・も1亀ゐ潜き・丸、李県1て：＝しzモづ巳（D義佳

量異相・当がキので・あっ・大聾つ・ラント化した

瑞3、》定（D父ク圭塗・つまり除抱（泊£）（さ丈きぢ問

懸℃ぢ5。絶こで醜轟工輩で爾・、ら卓マq3
め軍陣よりピン←『乞得τ図28σ）よ3る楚「⑦り樗

㊨ト託卜e淑レ）竜誌陣し・撹月卿のン†ワトに

装差し、インペ。ラーヒ同車車回車乞さ’亡7…・　この

結果、野際ヒのう物王二三擦目餉（チ卜し得たぢこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆウ
内豊平の（ヨ，っ｝昼彦7ダ若干色下し7モ。：美並ゴ宰
　　くぼりコ
2τe㎞αhn　ら毛降塘（消〉セ♪に毒忌；と伺別なちシ彦三

等；りの、麦刀卑“包あげて・）3℃のう・　また3三目δに’

鼎画活椎看‘’ヒしての暑痔：挿制作爾毛あ：∋ので

可蜜・1生①演略覧あら6cめ1糞扉〉覧癖に景品

す多75発を毛考宍ら4し3・。　、、可5卑一にし「乙モ、謬

均…乙甲につ、）τは’豆づ3検・訂蓉’轡璽ピ彊丙啄

7乞。

　艶正曝気’量，適正〉島5上eで＝装遷「ヒ狸車云し’た
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　　　　　　　　　　　　こじこしへにり
鼎ちのWしの下野び｝’蛉醐丈の多イヒ芝観日曲IO

検宅引し、〉㌍の麗な素吉翠！宅’得フ乙ρ

　ぐ1）i潅｝墨ノpH

　i履引けPWL、CWLと，毛宗；昼」〈＝σ畜∋一ツ

影響さ導引醤｛翫∩僅動早船イ手馴へ娼暁間3

で〔よ野間。羅過に隠田い一割ぎ：亘綿判こ上

昇しち液温。」茅速度℃旛尊像梼県側まP

WLでは上昇匪度は比勢的涯ぐ高シ温σ毛爵
閻保拝さ：塾，CWしでrま上昇連彦：は」」平ぐ・駄

卸けそ豆9寺即し参’保・蔦寺ざ“ない。また，PWL

モ：CWL下味温より5DgC以．上筆・♪昼さ罹る；事汐

盈辱・可お旨で一おっ『た：・

　ρ臼1まρWしでは渣気性の濃し）：場多け。渇

く21⊂ア（しわり｛葦生に’傾こぎ、厘．）場参（ま、一亘は

酵椎に傾き．尾0後勲し司り・←佳に傾こ2つ0

タでつρ6卜’あっ7≡。CWしでは序・2に？にプ〕リ

椎に傾（。

　②フk弓5・草宅物

　フK分は一PWLIewしじξ大忠ぢ…蔓化は認
めがい汐，：若『『．♪kづ5移量は増叉7旨。
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乾物訓oo参らフヒ分母痕じた毛。≠…づらフk

づ5し（δ｝様‘（i窒・化‘窃夕び（ご・Pwし・CWLと

毛，若r㍉瓶冷し7∈に過ぎが首っ；左・

　（3）葦占彦・睾1、茗注彦・馨士経分布・・SR

紡勘まρwしで〔拷にcwしで（ま％に但

下した。

劉離彦嫉PWしで（お∋％6’｛oo％に・cΨ
しでは○％君≦）0％と二野f女｝と6：つた三・

　ラ粒往55布（をPWしで‘才3∫me幽⊥火上ぢb4＆と「％

づ“42、ら一％1に：，290㎞ぞ5』蕩L下2f4i弐5一％づ’ぢて）占一献

じびっ’た…。ewしで（｝う∫脈ろおあと上2夕64：0％つむ

4．8ぢ劣‘O、200陀～』あし下7夕2な0％7チ『371㌻％ヒ

なった・

　ξ3PはPWLでは％％；848％に二・CWLで
はgoりんr6’躯％訴乙倉っ7乞。

　（4）BOD，　○OP，　「3「3，一F卜J

　BOPは翌夕し、除r契率（｝ρWしで・4ワ％・

C，Wしで6ケ年で詣った、

　⊂ンOC）（を瓶旨し，邑智町σρWしで13％・

CWLで‘6％で窃）た。
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　＄＄は賦！平し、除r友葺｝（1｝P）レしで42％、C

Wしで22一％で一あう7三・

　千1）（ま嬢冷し・除「彦毒（渉P～〃しで・13％，C

Wしで39％で・お）たP

　装置’乞i汚フ∫c交箆望芝θ動と⊃した毛0璽乙す中ば1

粍①除ri瓦葎r施Gぢ’ユ王望イ唇肋‘（：安定す：多の

で。’ty夕つ捏（：D予備交）王撃と⊃（，’ては可．角ど’乙考気

多。

　（5）有橋物・石乙5・τLPΣ（たぎよ・ぴ下一kΣ○

　で∋下物r才PWして・（；≡キう％、　C）レし「じrて峯一＝…L％

癒冷しち
　摩分は1006’らフに’方一自梅物芝城¢た屯

だ参う右野物ヒ獲の傾伺，）まワ増加し、P

WLで‘才α6％ICWしではσ4％増加した、
　T・PzOぎ、　T－k≧0（ま、　P）ノL，（＝M／しと二咲三仁＝・

妻化しなの6、蕪棲物である配分汐増加し左

命だけ実量で増加した．

　（6）εC

ったが・乏の復1釜ぐち齢フ7三〇
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　G）（ヲ菊上ヒ

　～／雨比は辱く分お汐高乙、豚の方ぢら低写6一⊃たる

函乞、老の事イヒの傾向（さ二様二毛（Dで畜っ7嵩

　糞尿暴16’癩6フ理化誉肋4生状（D峯艇芝以上丁8

の頂∈ヨにつ9てオ感心凡そ〒す）たρモ（P従に一、
　　　　　ごヨスくトヨコ
参考と1して．皇気二三llヒ式ガヌオ寅知管にてアン

モニア、噺ヒフに妻1二心1し×1しカブ9｛ヲンに♪

のて翻（“‘ち。PW仁、　CWLヒモに1）ンモニ

？汐若干（‘0一∋OPPh程虐）・蓮転出始信心じ検

出されう揚名汐為♪た飽は七瞭。¢程度で、二

二につのては特に閤題（さなのし這われ5。5

＝老示す多ブ5落汐あ5が，「句眼酢1にはPWL，，

（二WLヒ，モに原色6．ら）突第に、記法，彩彦6

低下し、PWしは寺…．二色ζ。仔eebゆωhlこ、c

Wしは畢裾色」αト』』ト。ψhに・なったで國29）



　2，2．　発酵σ）定1　・斐琶議’およ呑そσ）ヰ畠；梧季

　2．2，1．発酵（：D定霧

　彰酵俺舵託（恵。nσ）吉引船さラテン語の布3

たつ巳耗ヒveトeに：由…宋ずうど・）…5、一額に人闇

と：微佳物，｛蒙畜で微往物干二癒う筏如下物彦、募：

畜徽生物彰のカテゴリーで爾Gら張つuδ葵
酵とけ：．吉よそ〉促のように定姦「土豪てq39

賢妻竜子蓼ヒしがい噂甲形一式でるり．炭）！こイヒ

物．蛋白賢．脂防なピ老名．ト）だ墓：箆6代玄射過

程で有櫓酉峯、「）‘し⊃一1しな巳Φような肩繕在

宅筋を貫属二物ヒず3微生物の代蕩丁形焼判暑
酵ヒ，・、う」。つ》ジー嫌気陸の酪イヒ石庫σ）事で

駒あう。

　し参しがち’ら．こ（D定毒で（ま著老～夕蓋図し

て、）るモの℃（拷干昊づる。人酔ヒ色8P・盤？

生助刀芝握う依男後〒生㌻、食品微住物俘、食品

三生夢食品工学、応用徽生物掌発酵工年
三ビのカアゴリーで甲・）ら小て95嚢酵℃しす，

メμのように1定…蒙さ県マq3。樂酵ヒf才人間の

倒かうの評価であり．人間づ鴇乞の庄毒物乞得
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るた肋にi蓮図的に徽庄物指ヂ乍角tで二、蛋白蜀、

脂筋琶劣餌レ伺爵に圭ヒして綻フk化物芝分

解し。覧の生産物汐人類①住活に肩直な爾途
芭梶供すつ場宅ヲ盲篠；鼻タ：怪い・わず，睾ε酵℃qうノ。

つ｝り，人類に℃）マ心意な徹佳・物σ）履疋老

彰酵℃L）りて9診。

　塚．亀卜扉ω芝露（父。理）毛，…誌明暗には人類じ

華南だずる事ぢので後者①童。才での築酵（Dカテ

ゴり一に言ま喫；∋モのてしrZ・苓論支のたの

。種つの（契験寒行参っプシ
　　　　　くヲ　ラ　　む　マコ

　癒辺，驕7こによ県ば・募畜菱尽①癸酵どは、

糞沫壱εの為櫓物緋料芝微生物①作埆で御料

自身の一若P乞参解、融、亡・亡．炭ξ乞潔酵ガ

スじして室気中にお～Z散ざ亡寡…事ヒ．（ニーて吠3。

ま毛、穿1畜糞扉（頸域での癸酵（必理〉ヒ㌧）う考嚢

（」」』ヒ較帥ま什らし∠、雄月e，（でり℃qう宅・葉6ちこ

奮う㊧いら虫，吃σ）南進（擢酵ヒrまぼ《同様で
　　　　　にも
黒煙・F≧n弛・hlこよネ1ざし呼。ぢも瞥（堆解在）ピ

（3ウ｝辰的豊凶によ3暑勲峰碓乞釜Lマ・言貸）1σ参

癒亨①固聖石緩物彪徽生物分解し密塵倉i程
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物で畜多ω叩・～七（堆肥）敬う3事でお3」と・D
　　　　　　　　こくるの
てd∋・また・砒hらはで。漁P。～そ・ngヒは壷当左

フ1熔解虚㊥脅件下で茜渥野仏e胸P庶ご』αc£ぞト1・

にようて貸下・1鰍卜9柳←・・風hφ臥pr｛ン儒植

芝）に茎う一；3逆）…薩…宏であ3。この父ρ窪で呼eOz

づ叡出さのマ堆積物のシ昼彦け一6r（．竃b　gcに控す

をてqって・、3。著者σプ行なった庚・験で毛㌃

仙ら（r）いっマい＝）子等1に重・りジ量度芝砦己録し’た。

qず・小にし｝乙も馨酵に伴ぢ）で…差勲ず：∋Φで

湯引癸塾甚酵と1匁κ一で㌧）5。

　2．2、2、　考弩酵（D意毒

　卑畜嚢扉芝署酵処理す5竃毒、劾卑と二しZ

蓼二る乙の茅Z凱…嗅社ま二で知ら豪てきた・こ啄

ら一刀釜｛引しτ養rデ3、

　ω肥料と二しτ
　雑尊種｝①破子1契骨勲により種｝亀蔽壊
し、，裂無旨旨力乞奮う

　ガスによろ景多警（Dて丘賦1熟亀ギ糞扉は強裂「昏

ガス亀裂生（ノ、寵作物の初期生商に男影響’（艶
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…芽障壱）ぢじ♪乞ぶぼすず，罷螺子㌍題した毛のは

｝乞4ん君無職・ざ中一き。

　奪窯釦謙①防止1嚢酵処理によリセ〔し。－
7：が℃：危｛無’権イeし．炭事：率老て下下一ざで⊃3。

須1ず”の白上：…霜野妙…哩により向参ず＝均一1ぐ

か3ので激項～イ参の禦げ6壱．q。

　②飼岩と，し7

　國麻（D向上：薙一年づ消旗、サでレー〉》様の

有毛嗅』易匙生す5。

　ア三一’醒峯・（ゴつ三ン①下塵：さだ容では一な
　　　　こうめ
…ダHαト浄。ハは戸戸）星名癖老整回すZ｝し一P3ノ

酸，eつ三ンずf圭骨子娠3一・乙．・う。

　C3）葉下して

　病隙雨雫物依腸菌．寸にモネう）、寄住・鋼ρ

①灸斌．皆野1発酵勲，P日の勧響により病
障徽生と物や嗜ト圭虫卵が慰高率さ．嘱5。

華華の癒〃，痛墜：右櫓物の分解によソ再
早舟ラ3モ・　5解さ4し3．

　物理椎の向上1糞扉》艮ぢ癩（ま肇酵ダ。王星に・よ

ワ、〔h宕汐角學化し、顧ε℃し一こ散布したり、
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内宥ガ：等等・翻し液肥℃⊂マ散花したワ、漉

釦～託して飼牽千1て添あ。す：｝事汐’参易と⊃類∋

　2．2．3　；発酵（：D指糎

　穿馬糞庫芝暑酵交）理し，；白蜜σ）葺彦、’ひし）

て」さ竪齢う、完．i嚢（兜金｛て：馨酵・嚢戯）（D雅彦

’乞田‘わずヌ芝示ち）吉し指事ぢ’写∈〕i｝で確：立“尊意

　　　　　　　しりの
πこし）がし、ρ宮尾ら‘ま．．7角鷹｝簑i、　1≡C・、　り）ン三

二？態『白日．ζ≡ンてP上e．可蕩！柱腐：樋，①病ケは、

あっ程彦：、腐勲イし①指糎‘こな31得∋て・1っで
　　　　　　　ちユコ
い診．喜たMα応。nけpH汐8へ9に安定ず中
ば安藝．に垣づζ℃報痒して、）易豆，C，　Wミ、ト
くご　お

づ。hは一旦ρHず上昇し、下降したB寺雪月芝曳
　　　　　　　　　　にゆユ
訟翰℃．、っ一て、）3。岡らはCODず宅（定しち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　063〕
母港β「6’廟至論．の自宅℃し一重・1き。更に一時材け薯

熱遡．pH①婁（し浸嵐の藏！ジ．（挿」劒
融ハ車輪デ父←によって釜飯幼歯‘鹿しマリ

多。

　若老（ま，；狸化肇誇り・1佳言σ）豊俺σ）うち渥遍』．

ρ1イ，（二〇D．治5彦にジ左派し右。液温およと廻

pH（す一ρWし竃CW仁＼乙モlfて＝〉楚（第仁＝」i＝纂《しZ．
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乏の修、♪健第に下降して○乙。（二〇c）停pw

しで、液温が最高乞｛〒・したあたつで，安〔定し

・たつ吟OWし‘ヰこ二①蹴りでr三レ～すだトっ・左・考占度15

P）レしで液邸蝿最畜芝〒したるたりで安定し

乙Wしで毛；癒温が景奄芝〒し7…あた9で恥
し宥。覧の他に計箪に，タり寸言＆・た（二／伯上←の窪

論値はPWしで液温げ紅塵全麻（一たあたりで

1蕃」ゴ宅暗し石・

　224　ノ∫、　：括

　乾酵，特に｛家畜養i粗し琶菖）k，づ5でぜ｝気餉に嚢

酵母理可3環ぢの定蕩！庭篭・ずよぴ犠梧三．に⊃

、、て1誹｛手℃κ・（三研¢ミ「＆琳「こq75㌧＼。従⇒一て・

判の聖君乙G「㊧型堆運転巴の場参ヒ，扇様1に毎レh（入

て曳、；｝の汐媛轟で：一・あ3．著者ぱ自身（D実駿．

名筆の察ン丸①后縮7ざ℃｝も悉一直しで、攻≧のよう

’にンま．℃風1ち。

　ω癸酵①定考
　卑畜愈愈（b癸酵～6（ま分俵肋砺露で．滴権物

冬瓜芭徽断物の作粉で分解・権勲亡亡δ事で
羅執一乞伴ずうΦで発奎§鰭…酵～ζq5。
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　（2♪…乏酵（：p竜蕩

　家雀5…糞扉琶暑酵交：）違ず5効里℃し’て，醍料

じしてσ雑草掩｛｝の破麓、（菰）」誕①低下、ク曳

（ざ①向上汐’あげう唯．飼料℃し「乙rよ㊨瞬（D向

上、嗜i妨・他の向上㊧あげ’う（K3。璽仁＝肥船’

舗に共盈参事降して大腸菌・サfしモネづ’
宕生虫ゆ）の蔑（…昼、暗事の）磯・少，氏ンドリング

①㈲仁一参じ君・あげら娠さ。7ざh参。1菱喰孝く動三里。

仁保3σ）薯号多選、撃〔書に関ず，う報倦σ：、…蜷麿

｝で尊ぶたらかd。

　G）薯愚多の談藪

　募急糞双老恥父9；哩、し・た場・吉の蓼．彦の老fテ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐマユコ
ち凱汐、今9ま二で確土さ4べて、）て孔、。宮尾．5、
　　ピ5》〕　　　Ooo）　　　〔163〕

留目めn、岡ら、父王†づ～・よぴ廃老の実験i結卑を

系急括すイし1’ま’，ナ量度，p←｛・　（二〇D，￥占度。

％上ヒお“発酵斥呈彦Φ拒樽．ヒ73りうるρ



　213．発酵の微生物学動研F突
　23一．　皐危　宕党，

　発酵交〕理によジ、蒙畜婁簾（さ容器と⊂こ，

吃の一癖芝微生物によジz宕解で二中．種つ9

代謝　勧偽金羽生。・く車に’あ・bでマ，（耳と欠

珍の場3、範童謡臭象を生C3ようにぢ3。

　従乎までは念達峯なごの烹で．嚢酵に為痢．

参）1し参（％o％前後ず・畝qとt－Kマ．吃①た菊

にオぢ属．ワう容ごの農業若木老＊戦書周整釘

、乙（．て爾q一こq；ちつ　こし紅‘す・　2算「当σフ∫し8羊肉聖

老∈ヨ負句℃し7乞モのではる｝乙・）kラジ琶言㊨聖す3

事によつ、塗気の丸鋼老翁鉛にす3なじの物

裡・μ圭芝改善ず3モの’なので．り1しづ吉⑫離赫と‘ぴ
　　　　　　　ぐユヨコ
6孕ばず物・陽駆雑誌ρ4δ？（さぎで畜3。；事塗．

著者汐行至った宅験て｝σ）∫しぢや（肋％弩旗⑦

畜フ1し65が二藍’でモ、享隻軽・シ艮「彦’昼呈気かじ竜行

がし）物学劉生をど羊毛し．i義這這舎作ダを左註支車ぱ，

塵多＝園丁か℃と皇籍㊨．場別¢よって1つ、そ

牽以上」の篭憲ρ乞期註す》；事「6耳蕎呂ち、し・、う箏

方》饒っで。
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　著者汐そ〒ぢつた・殖）快鞄酵（：D暑酵栗万期（こまプ

多・｝屋彦の」二屠‘害。固感取自e①商工と二（誹（ぎ㊨し

種「り．癒温のよ粛参ら下編まで①θ敬ばP

Wしで一5－e、CWしで4：6）程Z隻で1あ5恥　まフ≒

痛ズ尤癸酵ず（司書堆配し著（一ご異す3転rま・固

理堆能倍禽気帥六律が出辛弁ずく二。⑦りが気

彪すう享によ・て東明勺靭有壁虐㍗し再次
φ風陪醗昼琶）①離角Cこより温蓼6「」上昇老母叡毒

し、その操作を彷「②冶行：5峯によツエ畦：自巴中①

徹生筋｛さヲ「分飾陸Φ剛直L亀今餌し釜気39｛

のた脚盆過日〔ま姓配①糞祈によ〉て夏な

5資し毛．ゲモので100臼，老直でrミ306程虫

下3乙のめ娠・そ畠ために為書’震閣闇で
：堆鍵・〔ヒす診即興㌦碗U，三具’ら1伊釆らによ

って術びわ甑た，こ東に苅して癒宝亀酵①場

｛5σ平気乱撹＃’B呈気亀牲なってし倭ので
固理堆配rこ妖rハ曳糸ぱ、㌧の尊容ず翁一κ倉ソ

や可ご、i手て匹℃φ気白1b（・こ69、褻の・伝豊評

言乙、耳：胸喪t（修茅づ’餌♪た9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　02r口
　象萄重尽の発酵《’こ闇与する微生物は有オ、
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　　〔‘Σθ

2ム伽OA♂らによ）て堆龍につ・、て蔀倦亡中．7

．、5汐’、囎・そ唯と車鍔す「＝∈のず’、ジ蔭ぜ，崔

隊．geに一）qても考匿うしらψしき・　秘r〈＝よ娠〔ま’カ

ビ幅㌃！撫象菌繕櫛Y‘e楼門・細偽B娠・～久

6へ’あげろ賂一・｝9こ．①うち桟凡ヘチは1：堆採2⊂々の一綾∋

餉フヒ顎脚量（切へ「～0％りでけ：．住畜にrま辛年r’で隔

り、『高渥下では三肖弓∈喬こ3c．惑う妻≧、・｛佳一．而丁姦㌫陛

し参。、≡事汐隙さ（匙て・》3、「ま一’た65つ（二乃し上＝で

σ隔1（ま伊℃（一℃・美5峨び（二す3ヒーq59師～一

h。～ce色3（Dな参に「打ムeレ肋伽5陞αω）ぬ（セ

（しワー7分饒菌）倉じの代寝肋撃手維毫匙酵薗

戎琴ま」人．で．、3者’．；堆解難酵雌に劣（す診放

蘇菌叢の重摂州（て潜りマσ信と．《．ヒ’研〔肉6♪’ぢオ

耀し）参q・Bへ（土eヒ～α（評圃今3糧⊂モ～∩・揺プ。£七e5

℃異がワ、＝堆舵イ（＝C。甑併う恵nう（D奄…塑程を1㊥じて

佳みしてい多℃鬼‘わ索き・o

　下呂（才、～乏の癸角隊舜〉跡〔！こより〉弛の「3霧羊
　　　亡q6、e7弔
に≠＝Bq一こψ・一う。



　　　　　　　　　　　　　　動物倖内’o
も重力物（P緯類。麗f黄シ昼摩に」霊多響tい．嵯く♪

ぢ害llぢで・ミ参丼ちしてし）昌。

三蓋；器酵初期（P菌叢としP5⑳6。m。漱引1ヒ尻ブ

磁eレノF（伽。』αご七訟ωmMllこ←叱。αu．5，Bσ‘こ一

1依5’な℃σ）位墨茜一中温薗（Dづ’‘し一一7呼こ傷ま

牽3モ（DZ夕奥ら木、暑湿①駐行℃㎏モに一菌叢
　　　　　　　　　　　　ぐゴユ　コ
汐単喪となり鉱。イ（暉汐圭，℃な5。艶酵げ最も

位温菌医ソchト・碗卜。』樹下e←こq

　蓬「自照’零温度　　（2へ％弓じ

〔2（189c

　禦デし菌．土：震菌なご

中食菌Me　5。p昧。も久dとeトぬ

　影藤限零温彦2タへ5亨9c
　孝ε「き「密画温彦　初へ499c

　一昔声遣荏1、腐敗菌奄｝ピ

高温菌η陀r髄ph言1こ。もαよe←こα

　写縞βa｛岩瘤彦⑳ヘワ㌻9c

　罷「商至⑱騒’度　め（609c

　握集，堆肥中に生歯す夢葎
し躰ら①細菌（才自無知巷は。と6．



盛ぬ爵期乙び多隔温菌恥物phこ告卑33』ぬ順

6碧旗・…震珍現象琶柘来す多。鉱沖飢6（D報

惨で（渉高〉鄙§ヒ，し「乙鉱G億5弟畝ゆ繰卜呵庶5

①）ド乞おげて《）30

　！232，癒状発齢理1物（D発熱亀酵に伴δ

　　　　　う細菌の動態

　殉床弼交）理恥の畿篁暑酵に希な隔ラ・細末物

備（C細菌）の勧縫’乞億）多一た，めrこ胞の（薯験竜行な

プた4

　232，1　逸才　「料．

　浅茅覧ノチと，モに・2，13，1で催爾した寡馨のも

ので・暑酵槽よ9可！杢白句、無唐心）に：ガラス管

乞．爾・りてPWし，　CWし老採恥し、試』料ヒC

た。菰料は図う0‘／こ1〒す温度ナ或で：囎ヌした・

　23！22．　痛罵萸お3ま

　Dj若〕雌1：二告塵｝舅婁ラ∈培地・1乗石吾（Lbt　E－M（101）

亀爾のた．

　2）荏）疹（D言周製：海の1順序【て二ようイ〒右一っ7i三，

　　①種瀬一巳フヒで【0倍‘稀…球

　　②が5λ祷で竣群
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　　③ア1し⊃一1し癒酷し’た木モジナイザーの

かンフ・1にλ中一3
　　　　　　　　　　　　　ロらリラ
　　④寸モジプイザーで肪閤h・豚h営｝～一
して・菌瀬ピξ診。菌病13りン金貨：希歌）ヒ老

馬曳、て10穆階i希矯～した。

　3）菌液（ガ畦種1菌癩αt槻芝フ9レート中一睡に

癒下し、羅菌’コー〉／ラージ緯で立動拡散

　4）培著：：中1温菌甲は3マIOゴコ、0℃竃雲低菌爾

は櫨0士1ぴ。（：Pインキュベ’一り一で18（2姶寺

間：淫書

　2323　　率き　i畢

　結盛宴表2に奪す。3『クCで：培着したフρレー

ト（』）L下，中墨薗つ9し一トと鋸誉こず3）では、P

）レししさ閤・賂騰のサンつ・fしで285×〔lo『かう竣第

に鍼／ウし、C）ノ乙は30℃のサンフフルで855×

105と最毛角・）c。｛。nゾ函数嶽一た・葛した」芳9¢で培

着したフ9レート（以下、1葛温菌フ。レー←℃㊤多吉2

する）では・　PWLは一5ぢ9Cσ〉つンフglし6“26タ♪ぐ

105婁OWLは5ζ9C、商う舗0）サンフ9‘レでるく

のω（D阿芝＝数瓦た。漆た．目雰’件ヒ℃1’こ高経
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菌っ9し一トで、5∫9C（Pサンフρル剣劇匂す5ζ

形舅艶りに伺じよう参¢（飢フぢ．民馨餉るご∂←う

れ診づへ　こ中・け土定σ）能卑、Bα乙7rl帆5～℃eσト。一

もお割りρハ：1伏5で馳あ1多事汐確詑ご：ψし右、

　2、3．24、軽々
　老者（：「）喫…ξ難果参ら1孝と勲．嚢酵σ）鞄襲i嗅象

に：直：接帥に原困す5（DはBα乙～llα5知就ちe｛。一

ρ卜、1帳ず考氏ら索き。艮弓ゾ5図一」（第8腋）に

P噛によつz駈こん唱弍忽謡講卿』1体①錠職汐
あ56＼　こ：一中σ（二よ’δピ、、乏σフ「島廻垢L彦1∂」下中

9。（4ζ9c，上眼6堅卿。であうが1ρ1つの履

界につ㌧）では壷金也啄マ・つち＼）ρし6し、為

度婚塾菌0一舶躰韻℃してρ紺まずなり高

3ど生為できぢいピる〉）一ヒ．、3．

　発酵：釜i…虚1により・遍1彦の」＝皐、pr一（の上興

6’争う中らお“，中速菌7夕香り．噛高温菌7窒’海第

に増乳：う理由ヒして、畜｝）飛禽Cま中》昼菌Cこ比べ

高墨に如しての順た・臨担赫椎汐高乙一捜

にPH毛，中温薗より為ぐτ庄一葛で一き3たδ℃
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　　　　　　　　　　　　り
毛払う㌧らq凡診・また．今堀によ虫ぱ高温菌に

は消魎椎ど犠極椎の2つσ）タでつ9ずるり1箱

、極量高温菌によ・り、温度乞曼に高ぐす3事ず

可能プご℃・、ラ事rこよジ、こσ）作用ず診しす参す

助長・さ矢K3と二r乞考大らψtδ。蔓に，只」’①」理由

、得して糞肩し『PlぐはBσ乙マ｛（ひ5（∫）・ブ㍉ぐ一つ9としそ

騒⊃マllu5　r3七eα←（鵡e〔moρb、（し匙≦σ）健κ＝・　そ（糸よ　覧）モ｝

住「自：温1彦～P〔r2ヂ’老『・但のBαcこ∬〔，人55“もて＞f斎

似一下、β5uも怠L5と麗ヲ1吉こす5）づ陰’啓吉’す；レ6『，こ

妨名種緬菌に科して瑞蜥であ5℃禿蟹ま

いゲての3・成書によ承ばB．5uもも‘こ5ずら1ぐ

〉←『〉シγ駄G七卜（N（λn老才由出す些事1ひ諏ぶ①

享ξミで’あ3．徒）て、B，5託t沿5ず何κらrチ。

作爾で，靱考経⑲に診気ギてハごシ←＿うシン乞参
　　　　　　　　　　　　ならロ
臥す5事モ考う）ら中、・青ネ毛駕フン堆肥（：P研

雫rPに、こ（Dよう呑坊佳・助D賢様物質げラ着…往さ

d～5可惜隻室生マタあ3と．の）てし）3。更に著者『乞1

高湿菌①皐型的な（ゐ』四四音通毫禾の79し一

ト中’じrこち㌦）て、㊨㊥に，重扉濃∫ち痕「宣達1：拐しし

た場メδに、高〉昼姦（D爾③’て阻止「帯汐で一ぎ診事
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老：喫、験的’C～ミ9っ7三，汐、定椎骨りで「あうた（∫）で詳

紐につ9「こ（ま泣へ”疹渓）oづ・ご⊂一てし中剃’菌ず

藏9、Blr急』6（こ∫も為温にぢろ1・ご倹…の癒！少し，

季世に関与す5菌と：（二でB6艇ωっ価£陥・P』・（噸が

電イ①中｛じヒニ’びっで、りご・

　2、33，　，i、　才舌

　町端糞尿芝＝翻脈＝c。叩。～亡こ械r、あ多qはぞ

の｛セΦちタ志によっ“て1轄酵il～9王遇し’た塀3①微往

物σり誓う馨（て関すご｝礪ミ（さ〒’〉ぐ9力て・（；絶筆！㌧で噂、

躰1⊂関す3専pr線（G・頴P・う七～へうSc～eh・£ノS・1こ召

ψα5飢・MP幽臨h…勘pl～eJ　M～ぬ・1・うツ）猶ろぼ

矯であう、順状暑…酵交）王聖に闘してモ倉が』㊨で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロとむ
（ま一諺κ豊行ぢのれてのちの．2仏ン細めの
報告eこよ木ぱ麹彦（D主体’巳す一ず（Dは膨Lcで（（“5

5七⑳噂廿e｛OP』諌巧’旨し））て㌧）多づs，　こ0’佗に

毛Bαc、1（u55（回し七ミ1こ5毛，あ∋9記章θに窃1〈）7増う、、

粗彫琶穆を中》聖遷、為盆、pH、携生物
軸重物翫麹6、～斯黒作爾で〉僻；に」駆豊さuべこ

し、ぐ＝毛の℃考i九ら慌。7ざ誘、〉為降荏｝CこつG

Zは改あ一乙製べ3。
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第3章　苓も富谷畠物の貯全性（特に病原徽生物

　　　　ヒ疇生虫）に関する研突

　3，1　　淫酒小面（飼料と．し「：のMこ．ついての系盆き兇

‘行なわ臥てさ1た。　当ネηは糞i尿の処理方法、，　土

地還元などの；検討と中杷になき激ていたが，

力ご第に糞尿を飼料ヒし’て再・利甲岐隆千ee（えh亀）す

るためのβ磯が．飼料価値，加工右去なごの

検去寸老中1じにそ13なわ敵るようになって：きた．

続いマミツヅリヒr・一州でも円マ5年「ζR『日力・
　　　　　　　　　く16脅〕
ら1川i志により下穿可tしKた。そのイセ1V一ヅニア

州・アラぼマ州毛許可の方向で検討しマいる。

更にアメり力国内叙亀対象ヒする場合iな，

こ賦5の間題の当該監弩局・である蓮勢P食品医

薬品局（FDA）も許可のる向で検討訓告なうて
　　　　（8ε）
いると，いう。iヨーDッ1マにおいてはイギ’リス

1な飼新しし一（糞尿亀困いも場念の特宕Uな韻制



はな：い・が，イ可んらかの三二制竜設けようという

動きはある。吉た，べ1しギーでは倉司：料ヒして

必用できるものの隻乾⑱・が決まつマいて襲尿．電

金司料と，し一（1な利串一で’きなし、。　また．匝iドイツ

もべ1しギーヒ同様である．デンマークでは竜
向き，のお向・で：検：壱寸し一ている。

　これうが，なtビ飼料ヒして論可定甑ないか

であるが，感構的な面も当然の事ながら，吟

全性につい剛（の不かザ勝る夜ゐである・カウ
＝玩卜しニアlllbl一で襲焉kセv　pヒocesSed　O航1・爪（xt　ωαs十e

Proaり。十（P（WP）の名駄のもこに半可「こ1八た．

法律には，咤｝生性についrl「半平残嘗物，曽虫

駆除突貫鴇物，・もしくは動物に絶望なもの，

また，駿：畜の系且織†b副産物に磯（雷する右塗物

とし一（いる．

　之「：，日本につい「（であるが，農林穴臣の

乙鳥芝受」う，三業賀材町議！iミ飽料音P公が，寄

与工作：磁し，田和引辱rて自24臼に噛i料の懸全

柱の確保、ほ’び品種へ改遠に閑古る亮律」（略：絵，



　　　　ねラ
飼料卑金1も）バ施倫ミ賦た。こ眠には為餐蓄奇

物ボ二二さ叫べ，又は唆蕾などに被塗がi下す“る

ことにぎ、）蓋土物の生養子陰餐ミ賦も專警防

点すさ見t二野・『〉霜野や飼料添由D物へ賊翁につ

し、ても糧柊亀定める專棺でミると砺ている．

更に，有平な物喰や笠原僧宝物にぎりジ5汰さ二

二ノ～Uさそ（h縫、い①あるrし（h亀飼料の原栽料

に一し†三ウ，’金司料に肥し＼一て蒔できらないとしてい

う．春た，この罐の解裂に1楯唐な物壊し

してカビ毒，農薬・カドミリへなごの重金属

PCBその他有二化尊物姦濫，病原徽生物と
してり1しモネ・ラτδどσ）瓶原菌　・ビ・一1しスー　　際

虫類・†iじ憩・そのイセ人体又は嘘畜なごに為
　　　　　　　　　　　　　ゆコ　　　　しか
餐’な微生物琶拡げている。福原・野這L田によ

甑tざ，挨段踏にお、いて遮尊・農咳に前し＼一（生

産二三る，牧卑，餌料作物・四四飼料（嘘畜黍

取二二⑪なと’・し懸全港でいう飼料に芝草隠る

が’，こ歌に船工なご寧施芝臥も場合，そ臥下

流避蜻る揚合レ人外は守全》右（へ未食制σ、宝「ヤ霧k．外し

1寺1吉る・もAの，飼・料添勲b物，飼料鳶εと6〕じ



ように貯生噛お査平・価ずるち流芝確立［し，こしK

に基づ・いt二試験戯総評裏イ寸けと弐マ卵白・1を

全払芝確：訳す3蛤肇があるモ，（hと判断之弘る、

　落着の老…乙ちとし一ては，唆畜糞取電飼：料・し

じ（恥いi｝場倉1寺，由来が明碓で瓶生．物噴や

杭忌物簑なビ亀念寺ない飼料1こぎっ｛ヒ飼養ミ

甑た健霞啄奄の立証芝漂耕科とじ（処違力Dエ

し・幼奄・光今レ人外の健段咬畜に徹与すう享

が望書しいヒi着えノる。

　磯豆糞廉琶飼料ヒした場合A晦企小圭につい

（πo》20．c）中にBαc歯3赴見たが1そ畝ら’釘

他ヒしマ【志蒸潅は豚糞尿、液報饗酪飼料・（眺酵

鶴60－1～．c）1こ幽しモネラ・鵬齢絡よ

申れにし「こも，これを「この報告【な病隠微唾物



や回内卵に煙したハし似ば力’1）て’壷盆属赫・塩

生｛物唆について（h報忠時陪とメ）ごミ：賦「：いね

い。

　アメリカに即いて略、こ（パ種凸圃魔七眺ん・
　　　　　　　　　　　　　しのであり，紬薩に慨しエ喧C氏3ωet、ら1守勺イD誌

したブU《ラー策蒙物亀聴聞蓉処虚しt〔爵0㌧紛

歯数幡薗数，大陽歯欝，†）1しモネラ・下痢薗

つ。D…テらズ）【こついて幸1ミ準…し，　密生＄＼1こ秘し一て

もや泰原奄については嫌気斗k態のおが，玩）徹

効果．1守亀し、†ゾ，嫌気状往ミでもか后り動象†ガあ・

散ガhエストし一ヅωas＋e鴨e（ユーン寸
イし一ヅ占甑ヨーン4騨．守つン40ブ・奄壱
t：）1さ処王里ll後3（ノ4合て“寸）1し℃ネラrさ二尻聴し，　そ＝

弘と陀喬キに与Z紀場合lCd，　P．　Z伽　Cu・

Fe．卜限時筋肉への蓋積はな’かっ1E一といっ’てい

さ、喜1三，残暢薬品についマ1言，職沢縣鳥糞琶
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も子牛にヰ鳥た一揚州．対隙区と氏べ，肝鴫，

誉齢禰じ博総子殺巴翻の量に差f滅｝カ・
つたとい）一てい老）．
　　ゆユ
新シkl漁生柱芝港…硲上で，隻金属ヒしマ

総乳（銀・阯素，金6，りD一へ，翁ド1ミら6亀

上ドビ，賢哲毫と一し一て，つ1しモ，ネラ麟のモσYと一

つQスト、）ヅへ（A属のモの芝あげてい｝。

　いず恥にしヱも1か企柱そのtのの兎載や訳

価のお潅がい寺だ二二には確立さ畝エ番らず
薗駐レベ1しで．飼料一添加物や，飼料に関し■

の1毎全性の詐仙お菰や基丁丁丁丁Σ甑つつあ
う．

　∋、Z　編刀刃生物に干する碕映

　液献発酵忽理物の聴聞・墜酪に三門う病原徹

生物の二尉乞貯bち長めに次の喚験＆行后フ乞

　改2ハ1　発熱終醗に群なう細菌ぺ動態

　汚淑旭：標菌として藁義棺あり，：検索棺極め
　　　　　　でゆユて噌易ね大野歯群，計ぎな唆畜に森病篭引き，

＆こず櫓念が99（，熱に対・し「〔へ施祐1生謝ヒ

較的強い寸1しモネラ属1こついて注自し1E．



　3、2、、、1．　　：柱　　未キ

　豚，守ともにZ■．3、tで使臨した気概のも

ので，熱電落櫓よ、）ヨ「良的に睡等厚1・こWラス管

芭詳し＼マPωL，ClωL亀才果取し．試料とレ

た。1試料情図3ρに示す〉鼠度鐵一ご罧取した。

　32、LZ　：検査方流

D培礎IDesθxソch・1㎡eαSαや（嚇D合と略

記する）・昧｝圃（Lo十E、卜4BOO）市’1ドてズDhし（し8一

αド榮厨1（b†E一トベA目）と辛し、た。

　：z）歯液の論製＝Z．3Z之と1司；楼に乍評言，た．

　3）削字の驚一種；DAに岱歯液．1俄9琶）＆釈二

男苞，D！→し．1こ1さ歯》渡．0、レ政一亀7’し一ト・ヰ）導ミ1こ

為下し．滅勘一ンラーヅ棒で塗抹拡散
　4）堵；養：3「て．0ゴニLO　6C一ごt曾へ．24時圏据養した．

　3、2、L3．結　果
結果老，姦．3に示す。豚のPωLは律課業ミ［：時の

寸ンフoiレでD合のC。b簡ヅcouw十rさ：≧04・Xloう寸7’

ら状第に減少レ誌℃のサンり。1しでZ×1びヒな

り気早〉う時’こ1音手手蜜さ：dへ1害力＼つた。　吉1ミDHL

の（bb叩。・o瓠十：し魯傾向であ・た・守のCW



L (a-補強民れ均ンア iレで DAのCo¥0 rn;) (0 U叶
l-a:4q x ¥げと柄には fててう IJ-く I 300l u¥勺ンア
!レで11ちXllfヒ完s=r鴬芝;1三ザ， うつ。ζ 0¥勺ンア iレ
で病ケし， ')~ 0(. d¥ワ γつつレでは検色ミれな力、
っt-__~Ebl寸しのら \0 刈c.ou 叶~fB\イ{昼食}て、t

合)フセ.

サ iしモキヲについては図引に 7R 守~祈念て勺た

性的!こ樵討をし1::~乏の結粂，肢の PW し、

ヰの (Wしヒセに節iIfj慌にゆっ¥)ザラー意未

定?を(以下にヱヒ総す)I S工刊誌伐 t アド勺精
リン磁極f'eプトンア主党(以下トベR.V Pヒ銘記有
る)のモれを似の建七その培養戸!見で寸 jしで λラ

P急性であフ七吟令τ、総う時iこ再てF定住訟馬憶
を行なった場念 f 全て?急性と tJ.フセー

以主ザラして‘そ終発E兎例経~lこイキ f吉フて

大tii急音寺『サ iしモネラ辰 i守交感守る噛
3、2、ユ‘ 奈良定合;丸キの給葛 m を~徒 t 特!こ
夜、危乙時000¥ ri¥係

2、之、¥ 1こ主\)大除草花守.サ iしモ九フ昆1J'~及
?な守 b 専 ij\~島ヲ たすず J 可ミ慢、!こも原 l志村内定~1ミヒ
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時渇（へ影響でと：’①ように屍）素謡も力・について

熱看ヒ滅二三と…ビめるための闇雲素行奄．た。

　3、Z、Z、1　　材　　料

　豚」二日、3、、のもの’カ’ら排走t弘．た茉1鱗糞

蕾ざぴ新麟賦払応洞ヤ；匙直後．のも（h芭，尿．【云掛

吏キ酬もの亀）～ヒビーカーに糞尿氏Zこ【で〉＼

眠食く擾群したモへ団子料とした。

　ヨ2、と、z　更験δ法

　D聴罪温就・感作ハ激蕾ぎぴ感イ乍爵圏ミ港

門：ヲ毬蔑1守豚」こつい一てt守PしUしの処邊養隻置1・こ言～・

1寸あ冬期伍量高比湿ら。c朴ぎぴ夏期の最怠液

温60℃芝・仮奄し，牛につい「〔時⊂Wしの～忽玉里

型置におけさ冬期の最下液温4与℃蔚さび夏島

の最高液晶肋℃溶血臨し．そ敵ぞ畝の温就で

感伶tt1ミ．感作ち》司さZD械の試験管ヒ牌料

と野臥，責検綿で蓋．亀したもの三二三太郎に，

k噛～，7κ芝イ魯環しな’か’『う1落イ乍．した。感イ仁時簡

1守0。　3，　6，　i：Z，24，48時尚と　した，、



　Z）培ツセ：普蓮台『ミ据沌似下NAと，略もヒ武3）

巣圃（b十「E－MCO工）前さ㊨DA・栄圃G』†rE一

トへBOO）1ヒL貼いt＝。

　3）薗液，のき悶製＝Z、3，Z、Zヒ【三篠1・こ4竃奄，筆ミ．

　下歯液“袴＝種こ23、Z、Z．斎ぶな3、2、1．之ヒ

同づ巣にイ3奄，1E三、

　5）ツきi登＝2、3、Z、　Zヒ「司様1こイ3マ鳶う　た．。

　3，2＝Z、3．　　兼　吉　　果

　i結果．1琶表．4．らに示す。　Pωし膳ぢ50（二，ω◎⊂

t甑奄かった・Cωしは4ぢ吃「ご寵作した携倉

は24時圏τC。10甥　CO猟十時1×1び，認時圏で

倉倦1ユ時閤一じ検遺宣身vなrわ・フフミ。

　3、3　零｛主虫誉的な差穣

　現在寺でに1吸奮に寄墜宵∋野生虫1さ9り種

『般に⑤曳船ガあ申ら歌各。回巴qpiさ種Qの

自・然条件あさいは｝巣：物1こ対じ（脆い掩：雑性亀

もつ專力v映Dうれ一（㌧＼ちので，辱生駐《予Fち蛇
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策上．皇零且つ基本的奄恥見ヒなり得る屯のマ・
謂．

　藩港は三生虫に朝しては薗卑qド芝斗も撫と，し

Z野地処理芝悉乞うのが適当と考乞る。今回
疇生虫・i：こ蘭し’てt守Pωしの処三里軸・処理後（へ

うンフ。ル亀落蓮滝にきっマ虫卵亀調べた，が．

処．物前に版画事芝諏めたツ易合でも，処理復1こ

磨版影干亀勉めな．か．’た。　しかレ，辱生二尊

的奄緊験i守巳P61奄ビにっし＼て考濡し奄し寸畝

はならず，特にそ（鍛F）な襲馬～ミ．芝437δ・わなか

）た0＼で，失A鳥ちの報告に二つ殴、一（二二亀

イ31δラ・もの℃’あき一

　担状性U守，一定の条借下に杏hる卵の生

春力寺1ミ侍多望能。、專で，笹二二に関武き験

察’菓一隻に杏〔、施は’611りの生奮渉智族滅の

半。電カヤ難噂で志も。

　33、｛　物理的条僻

　物理的捺件として，温度，軌燥、光線、枚

射線．落ど於あボられる．こαうち液状薬醗処

理亀倫なう上で温匿，特に萬湿に対古謙ラ響

　　　　　　　　65



　　　　　　　　　　　　　でヘピロ即時2し畝ぱよい辱になる。11、県は回虫卵はマ0

℃臥」二の熱湯［やで1和圏に墜鳶僕…力乾俵い，

同様，の綿果～乏’得るには60℃なうiさ：ヒ5つ紗，鴇・c

畏なるが’60℃ではy力悶，rOてで膳16間

測oO．cで島30紗でqp糠勲うとし、フて
し1も・寺た村iLは各六二の100鶉Zた滅に選言

き時箇1さ400⊂び四時悶，440Cでお時闘，桔ρ℃

でなユそδ，瓢。⊂て喚6の，も6。ぐでユ劣，ら8℃で3ら
傘〉，　　60。（二，で　し6「秒　　力、プこ》　建）　と二．し、　っ　　て　　し＼　∋　　σ　　璽　　に　　，

　でもラ

湖ミによウ死癒し笑いく状沢は原恥ヒして直

蝕であフて，指数閨数鵬じてい（專，さ
らに菰さ騰間1まτ直藤であさカ’㌻一応時間奄

鶴とそ傭瀬率が急こ一一k可各としゅユ特
峰伊あり，回虫卵にお・lr（も紛薗に翁鳶3（L－

lcκA滝則「醗早立可3といってい3。

襲期で6～。（レ人よ：に，冬期で’5ち・ぐし人Iしがそれぞ



眠24時簡じ人上も特続すさので，　こ賦『フの荊ミ告

かうして，回虫qOは殺陣t停る二ものと魅わ畝
う三。

　3、3．2．　物王里も勺レ入∂トの：条fキ

　駒ゴ癌≧的療件レ人ρト（八葦子qp　8陰物喚としマ．各種の

じ（℃数．9りくの1面駿が1δさ．臥．た。竹山は人廉

キの’Pンモ＝L7窒素2燃㌢町内り1（hものに殺qp

カガあるというてい「さ。：しし，事喋ミだ・とする

なら【’ぎ，i塞溢・がし人・前L・F下のアンモ．二つつ窒素

芭足量した・ら2100PP憾・フ窓、）フL’硫昏／cしてしあっ

たので殺卵貿手．が、この程度で・し：発揮：’こ甑る

　　　　　　　　　　し　ろ

て：顕しな蕾qPは良く薬査すきこいう報告二もあ渉

ので1　こ↑こか舳ごヒさ7呑い．

　34　爪　垢
　昨全栓に間し一（の・評価や，その茎薄r｝大蔓，

に難しい。畏在、｛賢料を全潅の紛則とLエ，

為塗物喚、病原徴生一物σ）定義，許聡豊などに

つい一ﾄ（h基葺作：取のために農業．登牡毬議な飼
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料曹乞騨ミ試ゼ6鳶っている．

　落港は帝源、僧生物にっし＼「：主とし一（大陽愚

群琶指標ヒしエ二二誌酵時の動聴tこっし＼マ論

べ芒・ミの紬果，墓港の処理ち）もで馨尿造処

理した開心，渡》盆が誌。ぐち一示し在場合の艦の

PωL・Cωしと・しに大自記念群，骨1しモネ・ラ

今回検蹟輪下侍出来なかっ．た。吉た，1Pω

L楚な5。（，，60。C「ご感イ仁した揚む〔守3時間で』，

CWL餌s・⊂で憾溢した捌≧はぐ面心で，艶
℃で応作：し寸ミ場合は【2時閲て・†1腸菌1さ；検出摩

れ鳶（7さ，た．

　着生曳についマは◎曳執Pの殺職亀指標ヒし

て，飛kが99くの報告苞した。老溢の栗験て’

なPしりL時冬期でtミノ豹℃レ人tが24時間じλ上

が24爵輸臥よ二も特絞するので’回史画Pな殺：職さ：

悟る℃（ハと：魁1b畝る。



弟チ章　発酵処理物による豚の飼琶試験

　象畜糞ノ｝《を句3添巧形て・曾司米￥fこ転襖こrぜよ
　　　　　（z．1午．‘も，ノク．53．5’午．51．8？。’05．μρ．11ク．，z8・」36・「4つ・’阜‘．伶2．」35．

毒1．8嵐、ll．〕ラ鞍告1よ近与’忌事タく妃∫歌まよナ1・

なった。学1塗・k、りτぽ声ノ孝’ξ言嚢ク，こミ㍗

は飼料としマの価値め襖討を中！心・ド述へ・13。

　舟．1．　食司孝斗屠今

　∠卜。Ll．　ネ才　菜千

　耕；料のう∫．月あ（ば21・2・1・の遣のを惣■望紫

置1ミィ士魂’糞畔鐸ク〃・2解ん7例の室趣送

心し，兇熟し裏もの（P弓晦磁匙ア配材e♂

FeeJ以下，P－LF戸と盈各詑す∂）遠材粁と
した　。

　釜は：2．L2・1・り｛りぞ忽王望こ袋3た准込，rダ，

糞lk鋒ソ・・188、ノんつ蝋遠送λし，完熱し

湊も・）（ぐ。ψLτ回忌冠幽πc￥伽e負五¢d戸eeJ双下，

C『LFFと田各記すδ）途祥料とし表。
　4㌔【・2．　《調号3去

　分祈卜217Σソ’P－L君～7ス・よム・4－Lπ
Fは孚乞糠器～い1～ユ時間乾豫ユせ，衣．ン皇後，

蒲砕し，1臼間室遡1・祇姿し，夙葬イズ穏ヒレ
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てオ・5・分祈’・イ楽し左・試料の量1ま‘～3多を

用“た・

　1）7ド分：試糾2ひを冴3づ・ひあブ・亙七竃来亀み

てみ・卜笈〃・ラス鰻秤董ビ・ン1，り，乾燥器τ∴

ユ時間乾陛し，恒量客表’あで，恢量吃毛．て

・k減量とレ・こ弓量の4据縫’・対す∂6冷血

を濃あ，こ喰を水・分含量とず＆。

　2）：粗蚕磁：ケ！乙夕㌧ル幻e’♂咲川3去’・よ

・マ総窒索違足量し、こ幻・よ君を余乙・ワ粗

等量ヒすう・

　試料ユ詳毛用・1，取下めオ鮭な2．1．3．2．之．

の総二二の令祈お去ヒノ二様’・行なった．

　3）粗三二：ソックスレー5。x耐et楯肪抽出
装・翫’刃U’エーテ6乙τ・2佃二間≠の証1ヲ3季ノ・

よ、ソメiし量こt・k疾』も・う’竃粗弓旨ノ3言とすま。

　賭弓足量ビ・》は，あ∫がかあ恒量を麦’必マ

λ・く．試料ユー3ユを脱略，乾燥」勉円祷’ジ

紙（東三愚才鮎N・，8午，握2・2・％）’・とソ，そのよ

1＝脱脂綿磨少量ずつ…数痙1たつ・げz孕委くみ⑦．之

もよう仁して栓】三すま。そし～r，ソツクスレ
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一P旨θ；さ抽出装置！こセットし，工一テ／乙・τ・㌧246昏

間抽虫1すさ。袖回忌の工鞠テ！乙芝19％之し，ダぢ．

・1のエーテ！し’≠発散芝囎せδ。略β：古、定董ピ・・ンを

1・。．cと“3時口乞陛し’技」三富秤量すま．抽

出前後つ定量ビンの重量②差を鞄疲労とし，
イ芙言ギ量’＝対すδる！夢・参…求み・こ俄を親βδ8♂・

含量とすム。

　今）組繊維：試粁を1，2夕％硫酸お・よa・匹2夕％

木酸ペピナトソウへ∫衣しな∫z、“！…アノ〃＝7一ノ乙ノ上

一テルZ・・ヌきミ｛9した残3菱か∫，ぞめノ辺分量・セ減

じたもの｛…粗：紬～争産ヒす3。

　言甫：＊斗ユへ一3δ．「∈5－00r屍2，♪きトー尾ヒ；●●一〃一斥

り，1・袷％硫酪額夜2・・三途加え，3夜語！・

三aうて正確’ミタ蒙三二窪ゲ寸まεし，5釜η蕎ケ受，正！確な

3。今間激しく煮弗す＆・塩・こあ間、職面高

灘泉1＝f糸∫，疏酸の濃度セ変乏な・’たみ1ミ絶

之ず㌔熱末を毛って「 竅fう7ミ．ま差〃9落竃物ラ“・容器

壁’ミ付着し篠・・ようた．3三二’すよ　．漁部後，約

3。。硬のイ（をガセ之静置し，上3登液玄般多1笹を

甲“て排除亨ム，モしZ再ム・丞を勲え～瀞置．
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上澄爽皇欝除すまこ’（途州か㌣性を呈33ま
z“ 墲阡№ｦす・次1・吸y’後’ケ拓＊酸化ナト

・1ウム藩液3。硬遠加之，更1こ承を加之でユ・・

’双（＊i酸化ナトクろムの3濃ノ吏ノま／2∫一7ちた呑β

）℃し・3・三間煮導ず3・奴μ繰作1詔晦塗
z一恕理乙た場合ヒ1直様1神Hが・・中＋全喜卜すよ3

㍗繰り返之す・こうようた‘て得る残心奄予

め秤量¢ン1・入喰，β夕±2そで・ユ時間乾蕨、

秤量した足量用3戸緬（東3芋3戸糸島No．5 4）でヅ過
し，2k・？瓢アκコー∠乙．エーテ！じの’須1ぐぞ

他珠ユー3＠ミ俗争す3・う～午時間！癖乞の

後・残遭をザ緬とて捌・えの秤量ぐン仁初し

D㌻士2．cz・ユ時間乾魚．鼓♪金宇妾秤量しで訪後

の差セー毛・で・残冷曇り量とヲまσ建1・こ・々達予

め秤量してス日破1ムツホツこ籾し．マヅ7ルか

で’2時間乃～6巳し，板↓金ア隻手乎量すさ　。〃契3査・）量

ガ・∫及分量を減じ，彼試邊’・対すδ自今導腿

震あ’こ・k塗粗繊維を受ヒす5．



　3）粗子分：試料1～3ぴをマッ7！乙炉τ・・2

時間及化し7…ものそ末且／灸分・！含量とすみ。双下

め　『方　3去　1ま　r2・　1・　3・　2・　2・の　演ヒ　分　　の　！分　ネ〃・方3去　　ヒ　ゴ司莞羨

1＝タテなフメ…　。

　の可ミ容無窒素物：’00％勢∫水分．粗蚕倉

質，粗月1ナβ方・粗・繊縫，馨旦灰分り名・霧分受らる

計二子ξじ7ミ｛のをir∫塞・無「奎『下物・含量とすδ　。

　今．i．3．　系ま　泉と：老；奪，

　F－LFF（配令・）ノ　F－LFρ（残透）
c・一LFFの飼料6成’分を手乞煙物1喚算しん差の

セ（表6）’＝示す．現物τ・の水分・含量ノ≠C－

L　F　F　『0・o午to・4・ク　ツら　，　P　－　　L　F　Fr　（　残ノ盆交　）

27・68土2・32％，F－LFF（配・合）86・7蒐〃4

拶の・偵に高u。ます“，粗蛋白質1こラ〃・～達8

してみ5ヒP－LF’Fζ“1麺己合の老のよソ残
　　　　　　〔？3〕
予め肋かクタuめ1ま紛鐙騨予畷白含量の差
妥1＝よま毛のヒ匙わ牡さ。LFF1ヌ委ど疎を

滉合〔ヒ佃承P㌧窒素の勤・よa・刃く⑭
　　　　　　　　　　　　　　ロゆコ今・ラ年’Z“ノ蚤＝白！盆　量　も　委　イフ　iうし　e　5今ハith　　1こ　よ　・寂　1ま“ノ疹（

糞尿中の縣の今布割合’ま糞：尿＝33；6クと
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロひマユ
ヒ冒っでuう。ジ者；者プ・“↓》《前行なつノミ突，駿マ・ノま

専乞勤換算～・粗蛋白質ユ1・β宵惑’・1縫の／毎

盛んで良く撹＃したものの論式白鼠を定量す
きヒ：ZZ・？頭ヒ老・〒季づ・・∫砦の含登かZ彰」しノ乏。

こ生な刃く虚r朱’ミよ§窒素によδ≠つとぎ之∫

ゆ・諏’￥Z日ま怠学’乳牛と毛1・糞尿’許
　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　のの窒素のノ分・そF」きソノ急は1詳’ま、戸7量ヒ・’， で　’ノ5　。

秣，編勤（ξ禽料セ《て’刃”ム場倉、ア

ミノ醗の組成につ・，’Zも謬！決し呑1メ～k！・だ覧蓉∫

なu．卸封に’ま．この種の報恩1≠1ミとんど膝

竃1サ・㌧フメリ方㍗は：ピど」険66夕〃〈鞍逸才｛孔どu

呑。…契，在ま『ヒい1≧藏・告芝乳～1・15イザ表的な数∫凌

前表ク’こ示、す・こ～k∫！ま全で孕二物！こで表示：芝

位“き・了ミノ酸の細戎の各哉みμβ搏ザ

各アミノ酸ヒモ’ミ比・較的タタq隠亡表湊∫読み
　ヒしkき。こゑ1ミ・心隔孝ス3建乞行呑う｛ト’ヒよ♪て糞

濠遇令・3夜の飼ま号ヒしでの糸且成ガ・・ヒ・のネ華／こ変吟’

　　　　　　　　　　　　く　るコ
　5つ・を者二しぞみま。Pq／3！ま象彦の訟訴！こ1ま／

未消46ノ「未吸収のン飼蒙斗成’令ブ…1食ま牡てUて，

量的1ミは城』少・す3か．糞・条中の・栄養庇’づ、’≠飼
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料中の巣養我’拶ヒ句乙・’達のて・みγ，その4老1こ

イゼ平座午勿・麺織〃，簸〈圭物知9胞，蓼秦茉チ．＊，

土本と“オい含よ娠マリ」ヒ・’・で1’ム．≠た．
　　ごおコ
Hぐγ’通。例は酸イ‘3葦3去z・文9f｛ヒ（左0［〉図L（0メr－

」西朔D託chMrxed　L酬・つz・な・アミ／酸
ヒビ亀 ^ミンヴ・“’生産さ歌．ミネラ1乙萎痩は循∫婁守

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くぐにユ屯診ヒ、’ってuム。藩；考が“亀行る：っ差突、馬歪で・なノ

豚、倖とも‘畷及刻字営門轄装置1・授べし，

i無曝気τ・撹ナ芋3昆令し渡場含，丈5ゑ養仏ガ・・冴

・たづ1よ・肪く’辱ヒも’ミ粗庚分ラ・・現争参！f～卜〆。

～1・376増加‘た事か・8乏っ≠£ノ奏ヒ・・冴7差。．

また，釜Lミ1＊斗由来．の重く金、4奪フ’之つ1’z’ま：ζのすギ・留・

惟なと・・か∫，ゼの信z公性、亦・β身愚ヒなム〃・，三

絶及を鰻勲工し，飼＊糎〔冠参心の匁理
物の宇1・重金属が・・と・の程凌・含よ塩ビ・’マ誘養

モ帰・・どん隷多響セ豪畜’・轟ねプ・とこ’）湊

よう蚕幸下汐は：f下下L房Z喚’こ攻芝俄7乞善φ！♂比較

的少なく’そ聡右享乞二丁鶏董たつI」？㌧巧毛のプ・・

　　　　　　　　　くの藍王とんと“であム・卸即下鰍掌鶏糞’噌メB
重金忍71Zラ1’・こづ〉種し，承6・ム8／。の｛の～四総・
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＊’金灸0、0310！♪つηノ砿素ノ覧ク！）！’つηノ¢3メ∫1）Pつ呵ノ　ク0

－A13・61P1ウつれ・ガドミうムみ／！ρノρつηと覧’・零ノ・外

国のものもこ‘kヒ大’二三曇㍗湾ソ，こ4しぐ・∫

uz“1よ1ヱとんど問趙1ミな∫惹uヒご俄で　〃∂

よう7ミら’ヒ覧1 ，　てu　さ～　o

　重金イ島か家畜1こ及な“す影響ヒ（でノー二三鮪

なものヒニ・こゑ的なもつヒ歩・㌧彦」し31トム　。一こ々

的弓もつヒ（ては：，重く金島ε壌9量1ξ！含んゐ・壌母

料，蓄積作用仁よっマ象あ抑・」乏歌・ζ・旅つチ参．

ド陥q∂場倉Z・ろノ，ここ定汐う季彰弓と｛エノよ！

重金島所・・蓄積ぴ虫，倉肉．停乳，鶏卵など吻

謎物‘痢タ行む，ムv～’よ入類1・ヒっτ窒多多薯ρ

迄β，’｝“す曙分とZ・・第ム。当然1のこと呑ン・・∫，

家畜糞疲之飼料ヒ〔て驚丸玉場・倉ノこ⊃々的石

彰響’1こう！’ても覆甜‘なゲ帆！メ・4∫ろ一．1ノ，

　洩在よ㍗’ミ震業妾材審議・会・飼忘却会抑’飼淵L

三飾鵬，凍季飼軒葦と・∠z川マζの言忌妥途
言裂是（大が・・，配幽合殉肴なと・1＝っμマ・．1≠現涜ネ倉

討中㍗あソ，糞厳玄虐司料・花すま場合の峯ミタた

つUてぽ更f・遅承ム右のと磐φ虞よ・



　生2．　・飼養試・験

　実際1こ・発酵爾矛テ左！二言豚1＝タ」し弓場会’マ，

ヒ幼よう婦多多匙及ぼす渉・わ・’1≠将来的
！二飼宋予・‘【てのす能佳歩・・あ謙づ・1竃つ・’で，い

くうかの史・二丁行るllネ2討乙差　。

　なみ・哨イ乙試駁ヤセ殺試、5塗’よま納試’駿の範

∫多ラ1で〉＼ム〃・・．こミて帆は4ぞ塗よ’こ朱」｛

広義の多野て吻飼養就駿ヒして被う季とゲま

　午．2・i・　ネ手　米号

　生2．1・1・　実例イ契試爾料

　実、験に用llた・飼料1まら者婚試』、駿をF余5．調・i謄

区に重量ど乙Z鴨P－LFF30ソら．西どノ合・飼孝・チ（く

みあU配合飼料・天型後期）ク0メ玄3昆合6た
もめ迭姻32），三眠琢・に上記徳ミ／δ窃1・料一亀爾のた。

飼料戎分は表8’こ示‘7気・

　生ユ・1・2．　実、駿即下β秋

　実、恥＝用・喉〃％与3βββ1ミL4気姻ぐe－

H繭F5hl陀のFIと（マ宏産‘表伺腹の脅豚／・

豆萸（薙∠ト頭、此佳6豆貢）週吟甥27臼1・購八

し’神奈11県和模原市の麻布歓医余チ穴ゲ叡寿
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衛丁丁・研究室附属豚舎’こで飼養学のでのを！ρ

1，た。総飼！≠セ47フィタ“一1・よδ倒限的界

断給飼，給イ（’士ウ孝一ターガツフ．！こよ∂界断

絵＊て・あ）た。なみ，6厚〃β斥1摩重3則ノ乞途

点心n試馬愛区（T区）・対照ZぐC8）各々，
㌻填ポっヒ乙麦・《駝オ3去’体重ノユ表9㍗あ
》　。

　∠L　　エ・　2・　　　3肖’イ（ζ　’きll吋・駿　　　．

　消化率は家畜楽養攣め噸域㍗1≠，’爾粁の業

養価め判子ノ爾養試＼騎1・みケま豪誇家禽9吸

収養今量あ3則定，さ∫’・は家畜豪禽の3、ξ化尽

力の判定ない各種の壇的～・測是寸脈，次弍で・

定義‡唯｝。

粥吻三肖化幸ω＝摂取栄養義㌃雷撃響垂×’・・

　生2・ユ・1・　叔　料

　実験1℃用“π飼料ノま．42一・1・のぢりをノ

借試豚は．系2．1・2・の差の嚢1か’た。
　∠L　2．2・2・　　　1芝馬含お　三叉

　平・飼u・群飼のたあノ！隊を2チ碕間準続4寺≠警
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象瞭し’新鱗を記者酸ぐ・こ一・乙集1鑛あ
含全委採取3去1・よった。糞の臣民’よ全董の糞

を寮匙物・ラス棒で咳く3靴・均一ヒし、ぞり
少‘量　“を　60　～ククrζの　通ノ蚕四季乞メ乗器．〃ウ　z“ノ2β寺／琴7三三綬

　更駿1・三訂三二料のミ肖4弊，可3当化養分
ノ含有率’互「・3肖イ乙養そ〉系冬量・（T［；》N）ノ　可・3肖イピ

エネ1しヨビー（」＞E）遠表lo’こ示す。

　4・ユ・3・　嗜「毎」試・駿

　豪三三禽は飼料’・対り悠孝グ・・おフて，イ

寧も種や個体．1こよ・で毛差フ“お3ヒリわψて

うゼこの豪畜家禽の爾料の好みの三度ぞ知δ

左あ1・3テ4う試酸を幡移就駿ヒ・’う。

　生2・3．1．　耕　料

　民験に用い左爾料のラ∫4雑t覧飼料ヒしマP

－LFF途・墓・礎’飼料としで醜唇飼好（くみ

あu配倉・・飼料）之イ共就β秋1よ4・2・1．2．っ差の・き

用い匹。



　専．z・3・2・実駿か∫去

　イ共封飼料ヒ塞礎飼料ヒの重量割・昏茎二者遠

丁々1＝増加ぴセ，後者迄蕉々1・武少ごぜ差正

野を生後9午日自’・み養∂6母1夕臼ブ・∫3・θま

で・の間1＝・勉の：試汽駿遠行なう方多！二三：4，・漆　。

　守．2．3．3．　系麦　果

　嘘三略・｛験・の糸吉・峯迄表’1’ミ示す。LFF途≠窒

P皆的1こ増量乙ん二丁9・鈴まマ・・残飼1よ認あ∫俄

なが・た・取菊．箸者が・θ墨気操プ多を勿え奈η

z“発蜘遅（鱒品〕L肺の房修低8・二三で覧●
残査司を言葱あ衣丞）7ミ　・か∫〃・季クの！葛イと分の

飼料・Z一も曙看・㊨一丁とを有’してμ3芒の乞考之∫虫
　　　（6り
る。不試下は，雪（蜜の奮司料遠ノ考之3う之τ・・看ぐ

P（C｝・巴｛（｛eFγ・o亡eノつ7）ヤTPN（アot4f仁》rl｝e＿

＄tiしle　Nゼ6レ7εつし亡3）の他’ミ卯ぎ㊨Lチ坐！ミつ　’ノ　て禦，

傾着≧・萌ってはな∫な”ヒt’うマ”ム．淑ノよ

嗅覚蝋く・ρ縄四達乙て・弓のZ旛気」．
聴かさ」，軸かき」季四蓼彬噌蓼ヒ・あδ．

　鮪1＝飼料迄タお場合，マッツ到ズの廟
料1ミオくを加え5豹≠毒くが・∫毎る弔徐マりて
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そφ7わ之オ右種々～いあみ。がクえ3丞の量汐・・庖

当z“あ承ぱ鰭㊨・惟を良くし，飼；料・・効事を庵φ

き≧Y1タuzメミき2∫“亀，β丞歩・・1生理的1こり～享≧ど　して

　　　　　　　　　　　　　　　　（43・乎り
Uム⊥X上のイ（を吻えさヒ劾泉づ・・城（・δヒUら

承zいま。
　LFF途面8・合！絢多チド3昆・合・ずま季i5．ジ多乏す

ヒしでは’加イ（の峰企と伺葎1こ声え．∫娠み。

冷◎．…琴ジぎ’まβ｛7育野馬倉をテテなう’こあ7匙ソ，ネ争
ロヰらコ　　　　　ロヨコ

本，P嚇5∫の実、駝遠参者とし，麺1・乙戸戸

の艘造能力玄尭魔し栖8合飼粁μしFF噛3。
％3艮合したものを総，タす3婁とした。

　全2．生　肥吉言弍、騎

　肥育試・騎ヒ1≠・β8言膚飼まチあ突眉効力茗調

へこ昌友あの請、駿～「3去で・おノ，肉’ ﾊ・）壇汐クを4答

釦・よワ・諏肉質を之体のチ射ズノミよフで判

　　　　　　　　　り足するもので、霧…集。と体斥’一）・’で’募惚エ痩1ミ言1嚢

1ノ・ここz・・1よ増体量の≠三門，・飼鵜卜4系ワ胴授1ミ

「h2運へ1・ム　。



　・午．　2．　・午．　L　　　　ネ才　　　　料

　実馬金に用uたノ飼米山1≠4・2・1・！・りかのを1ヲ”

表。実、験1ξ用u7…彦灰は4ユ．　L　2．の芒ので・喀愁・

試馬金系冬了後4・日間余ネ呑玄あゲ．生守乏〃字β召

にあたまク月S8か∫β8湾試、駁・を山台乙差・

閑佑時の体重は突，験区4・？・午2士3・zoμ8ノ対照区

暢％士夕．μ侮z・あう裏・βε育翫駿9期間中の

総殺司量：は表121ミ示：し麦・体重3則定1ミ儒1’7ミ予

後テ器ノま富士平工業（豚後｝機Fk3z－8成肪く吊

）のもの迭弔竃’π。

　午。2．千．2．　更、験オミ去

　ノ1本『≦ヒミ具聖」ノ亀～ま一ノ容…．石～リヒしマ：毎週一’厘7（ノ∈7β妻θ）ノ

室温時k定期的1之秀呑つた。生後／！4θ冷を

試駿由伯9ヒ．し，っ≠ソ試駿閣倦後0βとし・
体重．…測是の後’ミ紀飼遠行季っ《・肇7；・ノガ8首

’試＼駿・は『自2午Bま？・・め21β」閉行奈うた。

　午：z。4．3．　維　 果

　体重の推・物卜玄図331ミ発育ヒ三戸守の利ノP姪遠

表‘31ミ示す．体童ノま閉佑崎卜試’，騒8タ優まメユ∂

も，贈照区4幻士£μk多ザ継ア蒔1・は・試駿丞
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9鎚土刈触・対馳〃％丈三∠8権とわ夫。
一θ当ク増縫は試駿齢クク±琳／チ，対照

区723ま穐9露“冴う渡・な劣・，？・斥3到達θ

令は試・験区18午臼令，対照区！63θ令～・み．

為。

　喰司米予の孝り用牲『～・・，試馬愛区’≠LFF三芦余uて

計算す幽と飼料轍辱ぐFee」εチナ’C肋C／ユX

下FEと略言塞）ユ36，差刃茉チ効ミ弊（17ee♂（り。働一

veレ5｝。例⊥k下πCヒ略詑）〃・30ぞ・みグ，対照

区の君E許ユノFC・・29ヒ飼料の剰刷塗ε数

馳しで曳3隈ソ就七二の初・喫叙隊，瓦・
　　　　　　　　て　　ヲリ　ゴみア　ノナクラ
　午．z．3．　乏殺試，驕

　　　と挙蹴駿ヒは’豪畜三絶温し，そり健亥効

腿叡畜を乏季貫し，肉服的局廉・’1請遼祀學

的1こ殺肉1ミつμで’湾さ・・！≠！9臓た）”て訥

べ覧，ζ張迄薮・表4ピすよ言ぐ、二二・3表・～・・冴き　。こぐ

マ聞1糞干支肉成積・！々二成猿たう・’でそ俄七承琶

へ筆き。



　午．z．57．1．　才才’　料

　つ　ど参気試’・駿には・舟・2．《卜．弓！惣汐試駿蓉終了（た

ものを1召’覧参。乏栄窒’よ生後／9」自θ否ぐ試縫窃

盈後81θ自）1ミお差ま？浮2供θ1こ2穀莇2チ碕

間を絶食才tt・神乗ノll突櫓摸原布上」毒乏場，へ磯

回し’1行な諮．咳殺の方3表と手1・’頁・よ図3チ1・よ．

た。

　4＝　2・．　夕．　＝2L．　　　オ1乏　1勾　　成　」多麦

　生工．ぎ．へし　井　料

　　　ヒ殺解体恕蓮後z争時間｝磐P保みした毛り途

枝、肉成績の材まチヒした。

　　　　　　　へ　4一．2．タ．2．2．　　更鳥倉言£去

　　コ　Dヒ殺体重：乏弓場濃入（亙あっイ本丸をピ殺
7本重電乙　（一た。

　ユ）と～今体童：逓セ体ミ4時三二令ゑ摩1カ～・二企

干し疾後の体童窯》越体童とした。

　う）枝肉歩劉：愛燃重の乏殺体郵才η
　へ議！門門z・）乏～…ギ1こよ，鰯～裏あ議、・

　　　　　　　　　　　　諭2イ季重（k3）
　　　　ネ支肉歩’留ノ（％）＝＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　Xloo　　　　　　　　　　　　ピ殺体逢ぐkの
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　崔）ラ今体8呼；左下丸乏鉢を戸ケ定ら／乏置ご

前躯（カの・中門（Ω一λ・〈・ラ）．後躯ぐ

！・ム）’・功断（て秤量い，ぞ索∫の被肉重

量に対す5合分時を算餌ね（図3夕）。

　5）ヒ体長．物蕨ω．芳今町の：冶手丸之
イ本好↑定らイ止趣・ζの農tを測定すま（図36λ

　6）・、λ長：λ割肉孝の々一λ！・み・’ナδあ

身区七〃断面か∫後躯勿断画諏・の羊奮骨の．中建た

よ3長‡を測是すよ．
　ク）に2一ス迷ケ面手手：ノ皇半ヌ乞セブ～去⑦オラ躯（’クタ）

の断卸こみ瞬引子奏窮の面織プうZチツ

フ6／6Aた実しヒク・プラニ×一夕一P伺三一
％e亡e￥て・3黛り足すム。

　8）ロ輪ス容積：・一ス長’・一λ断癒ネ奏迄
案e・7ミもの途P一・え容積ヒすま。

　臼）寄月旨肪：右手丸＊条の背脚擁たみゲ3

二勉う干場四一値客平均嫉イ首？跨∫何。
なみ’下足’・なノギλを甲・’よ。

　　肩一湖躯の郵脚砺厘’“昔’3飽厘才

　　背…中躯の最老β惹訪の等・・即4乏り厘さ
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　1肩孕…後躯の轟｛脚オの厘・岬4四厚～

　16）組織今割叱率：三半丸の第6一蓼8紅血

間の中躯（ロ、λ・／・“う）φ麹∴織窪簡易分割

三去1・よヅ二二して将豪し・｛蝦∫の孕躯重量

ド対す｝百参率・を第出ダ＆。

　生2．∫．2．3．　糸吉　呆

　枝肉成績・糸磯を表峰みよ嫉！夕／糠す．

　D）全乏体重・被肉歩留ク：鰻体重’ま言燦

区　6』・O　士23ク　　k》ノ　素テ藤ぞ区　8／・2　ゴ＝2・4／　樽z・　8　ソノ

参‘密　グ　1≠　試馬倉　区　6ラ．1　　ゴ：　似30　．7ち　！　対　ξ密　」医　ク。，8コしみ。ク・

　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　コ％℃対謄・区の禅・優仕㍗わ凌・、点者．6・電’↓揃

4〒な・三二・験て・捗助1≠対熊区の言歩・・説、駿

区に哩ぺ・②秘塵払で・冴う冶た過ぜ・蓉η．参留

りたつ・・て大さ三差知之認あ3乳呑顔つた．

　z）3今体ゼ噂・：3今伽噂のう∫テ山賊を’踊
　　　　　　　　　　　　　　　ご　コ体の総筋〃鐙ヒ最も高U相閲渉・噛ワ、偏短の
よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユさクユ　　　　　　　　　　　　　　くクコ

・い曹1砺・タダく生産ご重三めで・3主θ乙季ゲ勇ぱ

な3な日・’ 繼?狽闕№ﾍ認馬塗区1‡対照庫ノ。比
べ塁・D％孝呈度タタ　が　う　冶　　。　・



　う）之体重・背艀羨：ヒ〃類，芳犀長工，芳

月報工k獣対照区す噌駿殴ζぺ・2．・伽程々短
かつ・う1亀。

　阜）P一フ（断面積ニロー又さケ面稜モ対照：区か

試駿区1・比べ亀集午伽程度4・才歩．殉。

　5）墨卵三三乎・㌻」背山財の厚ゴな，2盛り穴

ささ，総タ爾料の鞄餐6須の9ク少1・よフぞ暖

三帰列就駁区は対臨区1・どしギて2体塗

ぱ少左く・総よ飼刺の粗品．白三毛少呑〃㌧冶

のて・全頭にあたっで芳謄勘ま奪く，乎輸7
3・1　＝！：　o・36　c’7r　と　之寸’寂ξ1　区　 よ　 ク　モ　o，602呵＝弄≦＝ノ変三．塗’・　づ’・　う　 フξ　。

　　　　くガユ
＝車は野・の更、縫ヒ1訂捺漆，謎聚で・冴，た，
　　　　　　　（鋤．？？．協．〃4〕
　6）紐二二靴じ率；組織鱒炊事ノ≠試亀喪心で・

はP旨財づ一対且鍵1・民べ頃◇ガ鍍乃く，赤ノカ！よ

は対照迄1・ピ（べ’∫・・％チ鍍グ・孜U．骨の割含，よ

1訓到司じで璃ま事が3，濠肉ヒ謄ρ渉の割・合’・

っqマ三主自しZΣ’ナ｛汽Pフ♂な3夜1、書　。

普遍・贈郷の媒’ま．鱒一頃上士ヒ増

大1・よつでみこポ毛のZ’誘議・篭の増えゲま
速凌、よイ奉各蓄戸腫マー赴’よ諮夕〕．幽＿諾
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　　〔1之〕　　傭ユ
。副・〃・禾喝∫の知膨諜を季塾括す3ヒみよ

そ二欠のような与ガ1“り」しま・すなわ重．拶の4γ

合はネヵあは夫卸誘9慢ら後はイ躰す＆。猷，

成濃中・体重4増が々仁4鉢・で流／殉1‡増ガ・す

る・こ味3多・∫判彰ずまヒ．試駿屡’よβε寿を

条贈テこた奈∫ノ調．対餓区ヒノ司様ガ㌧み幽い，よ砦

牡b近っ“〈｛のヒ屠φ乳た。
　　　　　　　　　　ゆタコ
　生ユ．5．3．肉笈成積

　午・ユ．3．3．L　舜　二

宮1・lf刎㍉・よぱ箏8離が・∫第僻挺間の

胸最長筋プ・・質ふよ安量的た挙定こ・みδとしマ

　　　　　　のuさか“’紡’ま畷解体愈理宇変2爾間〉令却保存

しMのの第6～第8肋穫間の殉最長筋中／“1
書P1…不才帯十・くした。な．志，宛卜β5’βi夕の！融煎，ノま第．6

一第8胸縫上の皮下芳外捲労玄用，’夫。

　　　　　　　へ　午．ユ。　主ヲ．　3．　2．　　　募ミ　，駿　『右●　3表

　1）F”：z．L3．2．2．と同様のP〃メーターノ・よ

さ。

　ユ）ポ分二試料を守ヨヅ〈．一を弔〃て3回マ

・，転・・1ミ挽肉1こ乙（以下の米且蛋倉質．粗鰐肪
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粗及令｛同様）ノユ3を／・夕へ〃・℃季馬面器

∬・弓張てユ午崎間車乞上し，城量よグ求あ汽。

　3）粗蚕白質：試’料ユ3玄繋含糸んノ＝乞んZ・ケ

ノ乙　タ帆一　ノし　3表　Z隔　≦〉　角宇　し　，　↓X　下　　め　　＝参　．3去　1；た　傷　　1．　2．

ヒ’司様量こ　行な　，　；な　・

　4）孟月翻者二試料3争旧記筒3払杓1・単βδ綿

ヒ秦亙k参割董雇レ，ソックスし一酵％抽出
装置1・セットし，以下のオ遥ノ議4．’，ユ．　と虜

干巣1＝行なう7亀。

　のう組三分；試孝チタ3を1乙ツ示”1こ敢ソノ〃〈下

の労ミ去は4Lユ．　と二様’・回るつ禿。

　6）肉　色：肉色！≠農林省畜産試、駿ち琴オ弍の

P。・γk　　（二〇l　o冤γ・　5’亡4笥（1どLレ《∫　’ミ　　よ＝　ク　　判　ノ匙　　乙　　7ミ　　。

　ク）4牢」β6肪三訂、ξ、　：　月者！ヲ孝　の　蔚」宕　ノを、三費リノ匙　」装　置　　（　，2　　3ク）

を用u太・・長せ4殉．虐径1知初㍗両童湯闇，き斥

奈・て、，るかうス毛細管の一台ノ・壇解乙《就

科を吸∴しげ㌧こ金蔵L犀’＝≧子時間参交忘すま。ゴ4

：輪本どを㌍瞳’z追二言†（・・1．cθ麗）’ニィチ者才

せたものを融点測建管ρ取付ゲ，＊を充し天
の雪・ユ0’（まz賊1≠書遍し’ミ海熱・し’」尺後4夕そ／
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1噺の温度上昇1・よク詞料づ・・透明1・な．た堤

度を薦玉、意、ヒすう　。

　午．ユ・5．3．3．　結　果

　肉賃成績の紺果を表161こ示す・
　1）F月：　ア鐸はこ；弓馬1乏区　≦臥？2　ゴ：o，oク　ノ　支才タ・ぞZ三5㌧クJF

土。・o夕z鴨あっ凌・一駿lt　FHは死テ受堰直たプ芋な

つ『`フ挙々’＝層塗チ金遠示す・よ　う　たな　う　で　く　さ　。叢

近’三門ノ・なR・’まP5左（P41e，s・＋t．
　　　　　　　　　　　　　ぱのEx鰻♂4士～veか藷壕，β｝ノ5　ke／∫プ・・提・昌）弓是

薬あFH範馴・よ佃ポ’P砺・以上を正学豚，岡ぶ7

～・ ﾔ3を享釜症．・ア月猷午～瓜。途中強…，f・θ集9ユ｝〈下を重

牽はこノ詞・i険区．’よ1エ摩1㌧疋づ勢ノ対症区は孝室老…ヒ・，

うこと1こ喰揃㌧こ舜鍍亡尉正●9正脚く判淀
し一乙：も差．し・一フづ・え，は＝改・’毛：のヒ：匙ゲ）弥、塞　。

　⇒・k分．淘賭肪：一艇1・承今の少なu右の
は・賭月2∫づ’“タタ〈，オ〈今のタタ・’ものノ，≠ノ9～㍉9参！虞グ・夜

uい1わ敷うか・ノ箸者の舞農御司様て・考つた。

了なう汐ド試駿区は水分6ラ・ク士2・36％、粗が5
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肪6・。±碍／％・対照厘’副く冷6久ヲま2・ク3〆．

粗勝肪久8士／夕？鈴で8甥ク・分豚1之う・’で、ち橋
（1碗〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r8。〕
3走肩様赫鑛轡寄で”ま．ま涙，怖呵t簡
1よ各種象畜∬・みりマー定の年令1・達す佃ガ．

笏肉のβ6砺迄除Uた冴との残’企の雲グ合1ま一二

ヒなク、δ6βオの’含有’割・合・7ひげ多1“品種や査司料な

遷コ・よ。マ大きく変イ6すきヒuう報告妻・∫，

二三区と対鷲区ヒの差渉俵わ喰天老のと莞、φ

“る。

　3）粗雲合噴：粕蛋白質’≠試、駿区！ネ・士・、6ヂ

節，対照区／鴛士ρ、8！％ヒ・，5％程度対照区の
　　　　　　　こヨリ
方か高U。古橋∫ノま．月々や・体童〃・・増加す3

のiミ6半なU一メと範姻〃ウて“のネ（分の低下，蛋・合

質〃）増加が…認あ∫俄ノこ躯ヴ“・1カの‘まク．ぢた

’・閣タす3ヒ（で・’さ．．

　食物の味づ・㌧蛋白質量￥その構成了ミ／唐菱

トよっマ六きく左后せ歌δり’ま周知のこ・ヒく

で湾リ，1司一下種の食肉Z・めこ喰∫の委動は

少なく，特1ミアミノ酸組戎ノ・つ・，ぞは非崇’・
帳的富うとPト；ぐe窒≧夕ち哩r・～1’壕か∫
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試・駿：区・対獣区ヒ毛た々未・愛’ミ1ま差身ノ丈をμ右

のヒ毘・わ敦き　。

　午）粗及今：粗灰今ノま両区ヒ亡塗く忌違・で・

lJ士。・067ちで・2；グ，文南ズヒ！ま伊！57祷しで・み31　。

　5）肉　色：徒来よク肉色’まuぐ5（幅rチ。γη

ChY・唄士rC1’／5Cぐle）1・よ識し姉舌瓦Z・の表
　　　　　くクぼユ　　　エ　コ
示1・よクを〃，蓑啓∫！・よ・マ鞍告才俄で”

うづ・㌧碧者’ズ持別の道一寸練．玄武孕ヒしな
　　〔齢ユ
b　方　・3去　で・あ　　き　Po・bk　　Colo興γ　　5そ4笥（14γ」　／ξ　よ　　ク　肉

色を判逓…し茶…σこ4t∬こよδヒ豚1看ヒ乙マ＝鼓診

唇よしu色3却≠堤灰知命ぐ示㌧クカう一スダ

ンケ噛ド欝一二．）ヒ’光鞭冴ク・鯛な
もめか藏・叱しZ“》．著者の舞果Z・ノま，試

縫返う・。士み・4・対轄区’2・∫士・・帥と試溌区の方

づ・“良ぐ鼓・・あ・た。

　り体脚踊蠕：備6β参の融点1よ体つ却建’・

よツ．≧聖をク，冬書Pの値た一淀傾向か・み3弛．

皮下物編夕傾4皮下育齢オ／恥く竣側厘下

P甑≦腹鵡）月凝噸Z“・1易蠕縞試導か・
蓄通z・み3藷考ノよ融勲・・最鵬・ノ芳づ褥1・
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つuz訥へ喉・この糸言泉・融点！ま試’駿区僻

士1・89。ご’対賦区タリ＝と3・％。c～・言ぎ，駿・雇あ才

づ、“老・予濃〉丞っス…
o

　肪βオのみ儀点の；ち低1ユノノ食肉遠ま周遡すよ場益

ド影響をタ之ま。み乳グ！融，ぐ、チ・イ倉ロヒ諭、逡矛・・デ

糸冬3なuう∫たβざβ才歩・1ら去ノナ，辰乙吠呑ど・が覧“半城

す5し’融，⇔塙1’ヒ・の外含ん《・βラ1・マ

イ！乙ド？・1まなh。

　午・2・6・巣養状態の下弓

　F－L．FFをノ含・ん’1ミ亀㌧飼料之豚’z，タ之ス…ち傷4ト

の生体て・の栄～翻ズ態の良杏をギひ是り者滅と

しz和子的1・鮪1葛なおまと’1マ血壌所鳶1、よ

ム毛のかあ渉諮渚は血竣検査戸ケ見を通して

輪（豚）め栄養→ズ態の推秘醤倉討した。

　隼z・6・1・　ネ才　料

イ芙試血3夜は原則ヒしで参週一回（浮ρ妻β）．

鮪下多体重測定の後た，豚衡器弓場てし
マ採血芝行益うた。生後〃タθ令幽 Pミみ7ヒ3ク

一門試駁閑三日とし、つまク就醗朗指後
OBY．し！乏挙受左マテ左う9厚24・θぐ試潟全届ワセ台
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後8’θ）まで標血乙7乏。採血古浩ノ請逓，学1ま写

静豚承∫ラテな1㌧之殺時のみ1ま放血血竣1．よ

フ7ミ　。奈みノ血L3夜は：遠・や6、1ミネ楚査たイ癸乙夫　。

　免ユ㌔6．ユ．　ネ父査オ・3去

　　　　　　　　　　　　　　くエタコ
　D永血・£だ数二／イ！ぐクエル3去

　ユ）赤血」球寒；積（月t）　；毛細管〃，000ンァη夕
　（タロ

今蛾

　　　　　　　　　　　　　　　　め　　3）血・邑素量（H士）：5h司f一．小を法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬコ
　紛平均ま」h球」血會素3裳凄（丹C〃C）：個

々のま二王わ容積1・対す3血鯨量のZヒ三石

分率z“現らし規のz・こ賦1・よク第出ご帰．

　　　NC日C（％）＝肪（多々£）X！。。

　　　　　　　　　　　厚岬♪
　ミ）　血3青　蛋　　白　　量　　：　、屈　チケ　蚕　　6・　言ナ　　（　　F．〃　　∫ぐ　　）　　’を　　弔

、1喪　9

　6）み／（テ叱：電裁3ネ動3去！こよよ　。

ク）婦舘」樋ニセ！ω、スアセテー櫻
電気」ネ動∫表ハよ3．



　午。2，．6．3．　糸吉　　果

　i）兼血球数：赤血球数ら謡初窒歯33ノ・示ブ

．濠血球数1よ試1駿立台嘩1・試製区5・80±≧／o

ヴ伽耀・燃鍵6ク・士／3・ガγ繍で晴ク冷

画対臨区のオ丞’少呑・’暗で1・／・～2・δ％帰．秒

u時㍗も40んク。ろ●ラン塩ぜ程慶の差？・試至嘱区よク

毛秒uラ・●成長1・伴びう示血紅’挙文のt誉5ρ・傾向！よ

1ヱほ鴨1司様のものヒuん義．富みレ試，駿終ア時

1よ試駿区ク60士80δ循婦，対照丞ク30之20万
勿4遺z一あ・た。

　2）蒜包茸嗜箱（範厭七。CP沈で菖以下Htと謬言z

すろ）IHヒの：i妻…イヒ琶〔罰39‘こ腐す。H七1ま試、験閤始

騰1：＝ま式験区44．3士3ρ％，支て「露．区44，0ゴニ4、6％で・

あり，包の，支〔「q旦（iらσゲち冶“4ρ％1勺つ←る（二、1鳶

尾r・：＝伴び：5←忙の増1りρ傾向に鼻、ほぱ伺糠びモ①

℃qうご多。な畜・、ま戎験i詮3D寿〔3言…丈三毛区4虫○：工＝

％％1：煎「韓（34’910＝t2曾％でおブたρ

　珍血書妻量（He剛。施量以下H成齢乾亨5〕l

Hもの裏・色一ε図40に爺ず。Hら1誇去搬閤佑」暁1で試

験匹【2．9±α7葛ノ訟、支ず霞区B，0±〔占雛で
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　あり、毎＠・丁丁aヒ（亘のち6亀05（ゆ5レφ二程度6ち

　づ・っ7皇づ＼燭成裏に伴すうH』σ）斐・にrは両（重と二∈

q寺三三翫たらなずつ7……。～ざまll吉式ξ森終30寺は

ちつ，年・．∴鶏∵ll・’∴ニゴ∵1一‘i：一：二

幽解均蛍蛾．血色惑乱（M幽cρレアα5c哩一

hジHe嘱・｝1・卜h亡・勿’ど。三三伽ノ以下”c

H噛 b　　ヒ．略言己　ヨ　　≧陰　）　’U：－’ナイーく｝　∫！　’と　　1の畳変　づrと　・途　　鍾ヨ　タ！　！ミ

・・脚

ｦす。月一CHc1ま試｝・駿閉佑暗1ζ誹」鎗区ユス0ま
一トｧ．労∴．村階1彦ηクキ名1施、で弔、グ’審回対応丞

『の労痘ﾅ急。％．孝呈奉庵ぞ》府かン威長！・4鉢

♪〃ζ〃C、9麿イ趣高曇足’吾参特多ゴ窮お差∫

メ873・，対照区30・ユ士酵％㍗み・ゐ・
　5）血⊃青　：条実シ畳　白　量　　（　丁ρ七41　5eγ・｛うれ　　Proでe；？τ　　下　　　『

TPと略鵠すさ）：TPの変化茗卿21・示す。
TPは試＼駿㌧闇飴β号1こ試｝1駿区畠2±／lo丁々乏ノ対然

区傭‡み。ψ4で・あク，そり丁丁β琴も1ミ芳〒

の勢膚二線ノ返したか・’・両丞φ・誉減傾向1よ淘

様≧・．，あツ’成釦t骸．うT．Pら委化も1まヒん
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瞬ヴ・議・，なよ・，試駿終了時ノよ就駿区6付

。、う｝μ，対照区ム6・士・・z｝溜4マ“あ・天・

　　の了’レつ・ミン・グ池γツンじヒ（！4／母％）＝

乃／の乙の変化芝図殊示す・砺ピこ1ま就駿閉
　々台ε痔・rミ・き囲じ、馬愛区　　！・！z　士　 o、ノ3　　，　対ρ1ぞ　Z≧　／・oタ」　＝と　o・2・タ

’Z萌ク．その後両区ヒも’・生理6金ヒ辺碗帰

う舶比の変化尉江ヒん1と噂勢う禿・なあ旨
一丁鳥食終了時下試、i臣下1・タゾt久19　．対ρξ・Z≧／38

土。、o∫‘z”あっ差　・

　　の血ミ責蛋白点画（取下亨1こ蛋毎今画ヒ略詑

ね）：蛋白今期の変化迄表1ク1・示言・愛倉
垂直，ほ試，駿闇ψ台∂登た季娘ξ塗区のa’ム士∫ユ・ク士2・7ヂ

シる，　よ一一｝1。bユ3・It　3・36　ラ4　ノ／2　一含loβ　！9…ク：土2・oタ・

メノ』γ一渉肪7舜・禽メ．対a嬢の4捗タ8・／±

ク、？2％ノ〆一喜’D似鯉±久ク／％オβ一｝’・6！ク・鉱

クク之鎚，r一さ1・』鈴士／62ヅ～’●湾ク・両区と

も冷直改，賦差ノ諏く，成旭町卜う碗’比

め変化は両βと｛老子〆一渉fめか覧減少した畢

別・む静鍍z誘よ・季み・．言罵醗終了歴ゑ一i並



’
、験区のミlb夢9ま3瞭％ノ距盛1・ム〃8±2・・之〆

β一｝1・』β・只云・3％・γ二、｝！9を8歳岬％，対

駆の41柳9±・・9ユ誓1づ1・う／81タ士／・堂

％，β割・厩Z邸8？％ノ・r一き1・け3土〃／鉾で・

・め．案・．『．．

　　砲6．ダ忍亨叩17F’1：：7㌃．’一1『．，

　　栄肇→三四ロメ汐｝1’ヒ：1∴て’赫姻

血ね．い’ま賓下向1㍉035、を噂り魏血渡

検査玄亀して竣討した6空話安血ヒの閲係

1よ声⇔・∫総記軸も鮨チ敵紘握・この
関係途明3が・存しよ3ヒした謝み’よ少蓉く，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　て之∫・こ6．z7z8〕　　　　　　　　　（35〕　　　．・　．　θ夕〕
紡“．多’1・H4領’1亡・箕∫，cγ壁子亡．∫，古郡∫の搬

　管遊・冴さ1ミすさ・な∵。ま7ミ、重司禾￥と・血竣’成’今

恥lRの継四季舌‘函発・鱗司粁ノ回して

　なu。

　肉牛遠肥育すま’・1≠ノ殉隊あ偉康リズ葵．1・留碁

　し，特ノく門門犬穏の萢移1こ国遠払わ参ゲ娠ぱ

　な」なU・《＠の試：趣結集をまヒちてみふと
～一、議駿区の引動当クの紛比量ガ・・対a燧た此へ鴨重

”∵’…’…｝v百二∵71丁「1…一H”……』’…噛



量的砂勧靭・影㌢し声、渉・’体重？殉到
：達日舎z㌧言罵・駿区ノま対照区1こどヒへ・謁ユDθほヒ・

遅軋た．減，〃・匁至嘘β々’ユ縫定マ・／夕～

ユ。ロぽど・遅弘渉ものと．芝；、ラ5・汽ごた。

1しづ・しな〃・∫・飽夜検査¢継采づ・∫・謝駿
区トー n血傾向’擁く屍諏空白戎分卯撹，
剖羊含所見なとツ昆憂タノ凝認あメ張なあう汽・



　4．2．7　」、　銘．

　肱六二混老液発話融掴（P－L戸戸）を耳巴脅豚1二与

て昇ll用で也二二二三の可舌にっ、1イ歳試し1三

，喫蔽1二口田の1司）覆告風10顕三三・・．　吃れ，乏一

れ赫嫡塗K点しk・突敢1二用い←耐乏tユ轍昏

試鮫を篇包．試厳匠1二F－L師30％彦泊碗々ゑ司

鮫老右・Jウ1二当り、やめL戸Fの彰櫨を詠えπ

勲繊鯨を締」帆乏の絵凧亙り｛試聴乞衙
刻。　移。

　（1）垢妨試蔽

　P－LFFI＝タ鞠ゐ忌詞勿一助て南面．8〃～

90ヅ履震屯硫診飼君に蜜を・謡えて6碗襯1冠衆

のられ・」・カ’．f三。4お．煽妨獣酸り之外の誠鮫
　　　　　　　　　くだ　コ　　　　　　　　　　　　　くユむコ
1コ懸装置っ働・二二・Pi曾a∫・らの喫触も

船与可ゐ事ヒし彰。

　（ユ）消イ6試角子



刻下澤，区ヒじし丁急い。孫．試厳¢のDcp
lコ5％．TP〃‘コタa．8％．旅震弄13／・．00臼32、

3月。＝し〃徳（uで一穿し5D月）であフた。

　（3）陀脅孔門

　ノ裡の霞如コ．誠厳琶．殉聡¢ヒ6同傾飼

1・謝ワし彰が一日当リ繭倭重で四丁琶1コ．

2夕03彪潭一．殉て巴1≦yリ、笏フfヒ．ブ」お．70二三

違B々1コ献鍍色／84日二三禰琶ノ6矧身て一

砺セ．ゴ焦ゑ網の馴用性｛」．執三色δ．

乙戸戸堂箇、けぽ戸Elコ3．56、戸Clコ0、30で功っで（、

　（4）ラ暫支．肉　二野

　多稲リ13、斌鹸¢口／7％ほど夘熊〔Zよ、）％

，　に1く可乞c1Jrか鞠フ　た．。

棚翻ち臥試敢色1留6‘浦と一タ可照門よ・）酋

ゐ、っfこ。

　組織吻剃下．葬1⊃、翁：蔽已1｝月旨肪がよ〃ゐ秀を震

寸恩已より勿く、｛膏・，気は3：0％飛度．角解，己よ

りケナJかつfヒ。

（5）肉賓該鮫

　FHIコ試厳色、舛照巳1も火兇1っブ」く．矩イ咳£
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悔の良今力磁…がP5Eの舵圃・から1コ．匂でれ

てい氏・

　《k諭・組脂耽と61・試簸¢、角旦陀閥ヒ火

蜘っ誕められ肋フ札。

　咽老はP・rkC・1。αr5＋αh」αγd‘＝て列1幽ち

と七二灸色のラ∫か夜絢’っ丘。

イ瑚働三二1。拭蔽¢の秀が多そ．篇か。茨。
（6）柔ゑ状熊の稚葱

　訴血狽～数ね、試二色．対態｛3と6周癒つ確

判じ賄を廊し馬が、薙イ、殉羅尾の秀φ吻か
フfヒ。

　h七口．誠簸区．二二｛zとご同様の噌φ回忌伺

セ示し色が．知葎島区のカ’がくz〃∠1月外多rヵヤつた．

　Hし口、獄簸¢・賓聡¢ヒ6同株の一過セ行、

U乞が．タ二巴己の秀が0．∫へ／0勉ラ隊度多力・フた。

【CHCIコ．試三色．粥絃巳ヒ6同嫌の紀通を

系し蔦が、殉霞巳のうが／5へ2、・％4荏度タ勤、つ

た．

TFね、該厳已、如聡¢と6伺薇の就過も行、
L両〔三に火差1ユ弓かっfご。
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％比口、訟簸¢．ヲて鴫¢ピ∠同轍の紅過を

廊し．祠区｛三差1コ・拷つた．

血彪彦臼溌画口．訊一鮫色．舛麗〔しど6司薇

の絶過乞示し、角区1く火差1つ勧・．た。



第5章　発酵処喪物の肥i効試験
　曳畜糞尿ぼ従来から為；機質肥料ヒLrし使㊥

箪てし・たが，圃場の二二考怖化なとのた

あに一り前鈎量に施臨時臥る傾価となってき

た。ここでは，七七処理物芝肥料ヒLrこ下る
そ畝の価！｛直（h検論ヒ，勺9量：施禽なごの閤愚に

ついて述ンベも．

　ヨL　ナ佳雁粟肥についての糸魁説

　まず，堆肥ヒ暦、肥の相違．，定義について池

べ，そ1八の柱箕．目（蜘、二丁落処理さ，・ヒる事の

＝竜i義についても壱肥する．

　堆上巴ヒ駐．目今は雨二野まヒめて堆：駐肥と呼ぶ

事がある。堆肥は野・隼・つうなご苞主黒料ヒ

し，駐肥は襲尿やワうなご左圭窟料ヒし，そ

戯ぞ歌罷酪処理・した・もので，前港芝単に堆肥」

【1は駐肥∫†α』1e鴨爪ureヒ呼んマいるが，両

老手穐罪しマ堆1霞L肥，あるいは広町くに椎目巴トヘグ

’hUいeと〔呼・4）でし、る。

　視在手でに肋ぐ行なわ畝て芝夜嘘畜糞尿の



霜ツセ・西宮（、の量元一ちi志は大別古もと，、糞長

亀別Qに処理鍋場心と遅信して処王黙る場

倉ヒのZつのむ濱におた．馨廉亀別つ｛こ処
理する戸倉は：，オがクズやワうなどと」襲芝ラ＆．

ぜた二戸は圭として元三巴に一，尿、は邉肥ヒして

利臨こ倣てきた．挙尿．芝注！含したものは，汚し

に，菓気の酒器。物理1生A彊さ，発画巻速度の

総1曼1こなこのために，施肥など‘、ンド』）ソグ

尿の土・魔冷感出立ち蓬らtた。そこで，黛気

堆肥処理仁関する団喰が鈎（さ甑るようにな

ってi…で三。

　一般｛こ堆昌巴オ～キ料1憲r：≧≧素‘こi乏ノしく，　デ淀．フ1（イヒ．物）

ヒしマのセ1しD－iしなごを，99（含ん’でし＼るた』

めに炭崇率は：大乏乙．そのま’ま施可と，作物は

壁素釦餓となる。徒うて発嵯互させ一，鼠素率

芭し1、ミ．くすあ事が行なあ甑るが，過慶の腐熟

灘は肩機物芝搭耗し、土に‡す宣る物理性改



善の動聚二型う定隔てしきうので過度（ハ発酪

処理芝倫なった・し（「）芝倫いなけψ＼ば’ならない．

十翁に腐熟・癸回した．糞艮の窒秦，リン酸，

力りは廻敢肥料に辻べ遅働il毫だが，残総性は

怠し、．吉た，その肥効はヰと側にとd〈賎化
尊肥料の利二二芝1。oヒ陰るならば、室素マ。

リン醸qo，閉りへへ1・σ徐度と更5畝ている．

堆厩肥の肥効亀あ1ずd〈ば状（らよう奪モので

あ｝。

堆醸肥の三門をあげ臥ぱ爪のきうなモので
ある。

D三要素肥効
2）土の二王聖的1金武のヒ：｛虹違

3）土の亙．応芝正しくする。

4）塩墓置換喀豊ヒ綴立論の豪雪
5）サイ酸．の補竃湯

6）リン酸の肥効増琶
r）ゴ＝壌4敵生物（「》）君重九イ足＿進1ノ

渤71（㊧の朕窒作：吊の軽織

春ヒ，葵酵（特に疲状τ“の）忽建可苔李Φ菟義
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としてはソRのような・ものカv’誉・rゴ5』kる．

　D蹴秦…華のイ丘下1未処理の糞尿では快案率

は20臥」二あるが，15より大ミ匠t、こ面素飢餓ヒ

なう．発勝心違によっrζセしD一λ、ヘミセ

で涙素卑は低下窟も。

2）肥料1残1肴の等温芝征職之tる一

3騰草種｝の破魔

4）病原菌の戻ラ磁

61いエの薬生臥藏少

r）賊騨早し、：麟謙騰含肩1窒蓋の半令

し辻伊アンモニア態窒熟なαで轟嘩の厭艘よ
り花軸杭早。嗅わ肱う。

　二二菓の織少：憶則弘南騰な“で臭気が事早

く1二言・さ賦5．

　q）ハンド9ンTのe文｛i馨：むう気1隆シ夜→杖考も甑考で

臨そ①物理柱が三軸に改善t弘，施．R鍵喧
易ヒ鳶さ一

　10）更はrの向．ヒこ瓢旋、特に為牟≦L如の画場へ

施段宣あ湯倉、》夜」赴なうば一均に広ガリやぢ



く、す冴や力・にマッ玉回忌職械膚ム．

　1）市・懐・の助字＝＝三訂王里へ襲泳．奄憂期、9ザ董

に磯肥した楊鳶はヒ丸戴的短時職のううにtこ副

1じ駿Ltさなし、》　。

　牛はz、に、1で逮べRの膜ISk｝，尿1』
ヒ急顧ぐtklこD琶豚は埼玉県『r生布の金み陰機実．

験養豚．場（襲尿翁組入7ユ磁版勾で翫右飼料「ご・

肥喬211れてい1㌧し婦訊頴。ぐ箴71、ら調セ吏之吼さ；新

鰭婁ISKさ・二叉尿1sに3墜四域、・1）琶そ甑ぞ猷

処逡麸遣にれ込ノ）だ．そし「：，撹祥燥、作のみ

alO合閲イ奪奄つた．もの冬扇いた．

　も、2、2一　分ネ智う菰

　ち、2、2．1．試料噛冤充

乙ノド3，：乙／に5牟じ’て俺ノδつた．

　1ミ2－Z．Z　試料の1肴；二方流

　水／方，p旺電気伝尊度，戟物、灰分，有機
物，TLω，T一「礼02，T一掩0，（ノバ比ヒついて



はZ、／、3，2、乙とτ司、：権ヒにイ1ぎな）　た。

　な苛腐：植．霞，時ソRへ？）潅1こぎつた一

　腐植前聞燥試料3声も・D設容ピー内一に

入眠2一外アン℃二77k　300帆2をhD乏て30翁悶
煮沸して…や紙（東堺マ系IWo．7）に一て》ア過し．更に

熱7k、ヒー了1し＝）一1し・で｝完し、，　エーテ1し「ビR洗7ヒ竃

る。こ屹重量脈知のるつぼに物し［的v㈹

℃で24聯輸1駅喜劇董得る。）欠にこ蜷
隈疋芝辻灰令亀定」ミする。　次式にぎっエ廣植，

早手紀酷も．

慮雨宿ひ）二屋鱗属誧ﾅモ羅物論　”刈・・

　　①こ戟燥試料一R1六

　　④こアソ℃＝ア処理した軌燥二一rPンモ
ニア処令した戟竃突物の灰翁

　なZ3、紬　果
総象亀液i3に示鳶・褒酵経魁1瑞有ラ婁尿熟

合貸馬理化曽的椎状へ要促け2、1、玉で既に瑛
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町営（し1もり績k鞭e航柵甑軸£臥下LFhヒ

略記すう）悩卜厳之戯た．・こ畝にぎると肥料成

命のT二ω，下PzO乙，下kユ0はいず鹸も且琢糞二

王武礎醗肥料（鴨幅ui凝¢隔¢績ぞ姻蜘ヒeレ入

下P－L6Fhヒ軽記重る）の方が念右畢寸六・這い．

ドe三野十尋M鍋り尺し入下ぐ一乙下トヘヒ脇読するう①

おが商h’）1に。一紋にイ匂箏芭栽や芒可もLτ、

陀科℃し「し売も苞払南一二畝rぎ存5鳶・・專と

し・施毘し乍一上渡徹囲aoレ人下，（擁比ZDし三下

ECkD～1も筑ひ／：執即下ヒ奄うなけ離、ましなう方

い。芳〒GしPい砥阻Eq、・耀し＼ド施隈後
の土野で時，こ臥『フの注乱しちけ畝ぱ卜う奄

α頭巨rさ，そ一αイ直以、下1こ篭ち竹林R更な力二三ミ8＼

縢に万窪誌之眠丁三。

　L下：トへ（岨巴な掴生養碓謎し，施肥量の避寒芭

馳3ためにGLFトヘセ貼いてソRによ、）鞭≧’輸試

験～Σ億な．1ミ．

　～3■　方　充



　ヨ3、、1．試影響悶蕾1ドぴ試験場前

養鰻【さQ8和切年い自ユ旧～臼も和51辱6自2δ

BのR9に，画廊県大平布の農業機械イし研曖前

特殊壌験〔蜀場にてイ31言，た．

　雪、3■，之　検魚肥料

試験に硬質した肥紳さ。－LF跡≧ぎびスう

り一Sbビワ（麹㌦1，尿【隔，婁尿、ヒUこ協も

A亀60」芝亦ご9代り「ヅにキ笈入し，棲（梗誉浪な

し．10合薗紬過したもの（へ二二1さ惹Rに示㌻

待苛，使慰した化成肥料（（he幅cd猷筆レ爬しノ＼

下⊂トへ℃鴫野停る）は市販のモ（パでNPκ民は

BこBこ13’ご志，　「巨．

　5，3，1，3．試験区の坊門ヒ旋俗姓

嶋つク試膝（図4へ4馴こお1ミ。りりの一区
画（ハ叡をさはO舐×0占帆＝021b㎡，フ守りμ』o氏で
　　　　こちのでぬロ
あり，眩3佃め蕾ットへぢ穗の大ミ芝で甑う・

　有窒素墨7δご苞定量しセ．択，一区＝蓮だ1っ



た二二中門1回し鳶かった專なじの悶題梱

畝，た。芝こで，合◎rざr）つ試験亀一1玉三蓮

で億㌔フ†三．施旺量と検肥復の‡嬉「り、凶蕾よ

びE（．略惹ユ0に〒＼「「。奄寄，施門門の殼足に

当って岱企塗煮量a考減し，大量施聴区〔臥下

じ区ヒ．すち），中量’旋肥区⊂し火下夙区ヒす診）、　小

量施硬区脚下s区ヒま3）宣殻ヒ）た。施肥は匁．

面散布の後，二面のマット露’が落ちつい査獲
1こ祓1ヲ直rb＼「＞　1与ヘノ2！0（㌍、漁、）遍し，　自予料ヒゴ匠魔芝

怠く熟令し一に。

　な3、し畔．播種品1種市・ぎぴ播づ種豊

　駅子に雨1、た品》＝種1な越卑111主の牧阜貰締極低

も・0ヒ乞なので・ワク、区画当ウ1・z鞠左播種

板ち爾し＼て権5評し1三。

　な3，1．甘．試鹸R臼香よぴ調査頭自

　調査．時〉欠の昌aにイさねった。

　　s宕αmrし　肥料散布

　　　　li．20　土癒二二

　　　言【42も　一雷葦収穫



　　　s3【　二で§尊収穫
　　　6、Z8　　　三一『褄～尊1λ3し穫

調査．頂自1誉衆（八重り一ご凄，t．

1）生もギにR

コ生呼量

5）一織飼料命令

4）吟声窒素量

哲、3、Z　継果香よぴ老1紮

　D佳養二四1生肴択況二三刻に示、可。危’区
ヒ＝も’ゴζ野送固：萱（pFlホ、・よて延・モ三C）の後のBB禾D　50卑

11自ユ」〔∋にキ番種芝イ3なし、、1ユ自らE）吉での間

に全区ヒも墨卑しセ。不学の測微訓燃のス
1丁一1しで，土の表動’う隼丈の構ゼ・映の

苞モって尊’丈とした。そして，ぞ猷rぞdへ（ハ区

の平均左モって弄、した。今◎の試験一ごは：生養

状況のイセに，．各収穫スラーヅの滅翁三和るた

めに，収穫は3番尊まで侮な・た．草丈に口⊇

R5Bか5t過圏おきにラ則定した一岱2Pl『臼

言での悶，降雪，験疲，・雲陣戦牒の為，株に

よ，ては花尻したり，哉畏の金（蔑あう甑な



い9クがあ．た。そ（b卑で，株†曲土藪的強い

「）つは（二卜A借臨L］区，Lド呂単軌L’区，お・よ

て遣SIUYセンLτ乙一であウ，弱し、Dク【’さ：ぐト／’繕1孚』S

た。　こt妖はL「Fトへ喚・S、リrYツ1こイ｛i…rんらかの菟D太

で保温効黒が’あウ，乏嚥†）鴨さ揮乏1八．たためヒ

魁綱へた．．気温α膚に群なし・）自営合頃力’

らは磁暴（八…Σ：ごじが吉多めら1八うようにな覧），

し人イ麦踏醤訓こ生白した。

　名花」畏ス〒一ヅに’おいてはし“Fトへ洋犯区．，

Sl叶bり区・C呂繕雨1玉の順1こ多年の遽コ蔓感篤

く．旅三彩量の偽（V区1谷ご・比価→ぞk況陰良嫡「τあ

・た，覧た，算丈峙同一「りりでは箱ノスラー

ヅ，箱2スラーヅ，第『〉スラーヅ’の順にソRうト

に大き（な）た・施肥したじFh，　S、urrソの

含有呼量はLF隙α之8％・s1リrrリが。・2叫

ピレ々81urrソ（肪寧9姐、にモかかめら穿，篤

し塘ZステーヅではしF凹洋狙区。　わが破
昼遽，蔑力岡9いモのが∂リガつた．。

　2）生産量＝各収穫玉〒一ヅこしの収．」曳の推
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秘芭図4もに，半纏量の翠帳董表ユ≧に〒・鳶・牧一

躰EB和癖1、自21　Bに雛隔壁）・埼玉鳳下で

で一般に倫な　b潤ていう収5穫巳芝参悉にし’ピ

ー番隼亀聡馬引卑4一自）もら轍蓬4食15『θ），二艦

穫から刀合）に，そ弘ぞ必一型に収穫し1ミ・ね

Cト4斜吊区（ハ順に99（，そ畝ぞ甑施肥’量にヒヒ

楓し一（塘轟しIE．危収穫．スヲーヅごとの生産

量1昏博とんどα区に恥い欄（，1番阜，2蓄尊

3穐草の、’険に9心かフた。こ弘iさ．，博文とは偉

く艮対のイ若向一（“菰字彫か5、歳旦先遣！沁にっ

臥て，株1さ細く、なり，隼父たこhが高くなって

いく專達菟〔珠Lマいき。

　3う一一餉・料議倫＝成儒の葬具は生産量亀熱訂

表2うに示す。なホ・，3番隼墜亀穐期に古）た、），
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また，塗らんは収豊の隠係上二，三二不能一ご”あ

った。

　こ歌によるし一般1設令に顕：老なべ頃年は側め

ら臥なむ．t＝が，赤且蛋白喚は楓、一（’lZ：悉

尊で【な施罠一二今りい区1まごり今（，粗繊維は物

値価芝示しセ。危収穫スヲーヅこr℃へ蔵／分層

厳亀曖促亀鯖、）やす（すちた～霜に惹）3カ＼ら図

較的同傾健示すものヒして’有櫓物が！・
z、3番算と漸ソR捨力る場合協，6％。，オ（坊が障覧

ワ0、0ヴ。，米且：「｝こ坊が，　／，Z，3；番草と渤次序断

〉囎Zl　3鶴で減る場銚5．邸諸跡継維が
！、　：と．3番隼と．）奪襲ソR．捨：乏ノる場イ≧～66，7シも，湊町

脂肪がZ番隼芭谷と弐一（．ムZ，番草がククP

場合loo，0％，　N『Fl三がZ番草～i量谷と亡マ．　／



ている「こσ）と一同爽賃価芝育、した。

　・9雨雫窒周回二1硝鹸塩、中春と予魅嵐る1ミめ

凍）る忙あ虹搬らの方掩によって噛醐邑窒素

芝児許し往．こ〔h誌果奄惹端に〒、可．唖欄は：

収量①鴫係上・翁荊不熊であ・た・こ傲に高
才uざ，硝画隻熊1窒素は施肥量にヒt零し一（捨加句

る傾㈲にある．き↑ヒ，／，z，3番苧の順に

窒素な。ヒL早期力撃沈につ臥一（減うする・傾向

にある。多從って，硝酸態窒素の総膣素に斡す

る割念は．匁r呈τ》豊重ハ’守な（，そ（h割信は少

な（、9姐、ものでモ．3ゾ。臥下であ，た。舘αヅ
てロヲ

∫によ広ぱ翠モ宮中の硝酸塩は〇一％b入下賜うば、

中i参に一》置色いる1巴画ヒ‘なないといっ一ていう。

官早う1まん〈／03の含量！飲メ習。・／2一％雄

解均6L6／7の，イネ群玖∠2ど《ノ4，／／〆ぐ乎均0・6／％ク



訓エンバクノ・z9多，青紹デ覧ン人コーン・、9

施青刈プこ豆。・8鐘であフたと報皆乙マ〔、る・

イネデナ〆フううイ1≡7θアソライク覧’ラスで1ま！〈鵬

の・含1有量ノま極（めて’島乙、と。・マnる。イクソ

ァンヲイクつス’彌撒ノノが敬回できド勿収

乞“講論4生，連丘；心慮がi強1）ため飼内の1各亥物τ利

爾：Σ玖て【）老〉二1老老1が庚駿！ヒィタクァンラィ

る．古野，壱のラ仁よ教／ず’，〃03一／峰一！ま樋物

の生育ステーヅ，天イ候／こ左右t玖，β1一謹物

で診ri挙・位／こよって含；有量が契なうと‘）っマ1）

う．

麟晦にした弛し、といっ7お），輪（弩）

はサイし一ヅにす畝ば’Nつ3一八々守〉戯少す5ので’

サイし一壕ｩにしエ与るるべきた⊃ともっている．

寺た’去野は晴天時に収穫す弘ば，植物体内

の硝酸還冗鵬素の活1陸寧毬（なる（hで硝薩ミの
講は（飲輪と（＼，てし、る．
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　施肥是は植物体に与ミ、3篶響芝主と一して夫

め’萸に施R今金段．・じ考乞な1か甑1ぎならない、

でいるか1’・逼度の施龍貯硝酸塩キ奪芝招来し

たつ・時ヒして’方土棚徽生筋の生物芳1隆1こ鷺

影響芝与乞る專もある。隼焚献では作物の生

身収量かうみた生ふんの・施臨殴界量とイネ科
目ご1で「う（）十〇qへ／‘0（λ／1卑　 と＝＿し　‘一～：＝　し、　rミ…）　。

ん直一度に大量に施肥した帆牧草中の硝
画脇鰹帥な（、最高でもα07％であフた
ので．硝酸塩中耳に陥．いる他配は奄いものヒ
返るる。

　514　1i、　柘

　LFトへのR巴軌」陸ヒ施肥」壁の限界芝齪或力｛試験

にぎって確謁した。使用した牧算は一興態窒

素力畷も蕎卑し也す（，9g収穫で、企㊨で栽

培tしKマいるイ91）アンライゲラス左伶いた。

　D彊弩」医況

　LFM，スうり一なとこに保温劾果ガあソ，
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　嚇長肩一ヅ1こおいマはし附，スう・）

　2）生奮」塗

目騰＋LF陥・1積にタ肋・つた．

　3）一般飼料成翁

　LF図はスうり一も系鯵素量には，映ノ）
蹉婁腕（（LT：トへD・23％，スラリーα29〆・）

と／騨，z番草，3騨ともノこノ4鎚絵1）

で’Zラノノー区のう汐吻ψ㌧た．



利塔專と輪。



第∈；：章　考察尽て謡ε括

　犠尿芝発酸Ω謝す5・研璽の響く（さGhザ

meerの手によって炭オじてし）5。：堆肥fヒe

（さフ妨危ω一609佑に下げる事≧理全ししτ

のる．・乞（ηた（めにフ1（参も癬クさ亡5方琢ζし

て勃柔芝ラヲ離しピ蔓レこオが屑、モ三齢を’℃①

彪美〆劉雪乞来命卿耕℃して用し疹方yま6ニオ

ーソF＼ンノブヌ「な㌧r乞σつと！『ざ　れてのう。こσ）：揚f5

6〕オが属，モ三強有料（ま嚢①幽門老低瓶日亡ご

5事82段三の七曲であ：5かσ）ように鬼め才し汐

鴬’賜うKコ寛歌・轍上物に都3の恵㌧り名二

手与＝ゑるド毛の①穂すらマ谷）、・そのた紡、即

型物セ嘲eイヒ。・㎞ρ・5魚りす翠煙で畢ま重岡参

σ）σフkラ清華整でま六り．そのた（如C糞尿亀あら

か（5め分商匙し．糞の冴色堆能イ（）に角の、屍ぱ
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BlkDづソ5七e　mで考九ぢけψ）‘こなら喬’の。’更∫⊂

才が昌・モ，三軒ぢじの浜野とし））た閉題モ往

葉℃して点状：珪灘酬（コC現ず｝側室2f’美菊⊃津

うち芝者津のか執ぴ均半＋曝気＋楚ン「ア①羅

庄欝、によ5モのし説θ角でψ・・蹴モ石千∫爲ず続，

イ〒さ：眠ての各6’．≡些石楚嘆蒙（P霧β養で（づ峰参卑ぢ‘

自～匠｝と回忌車て・モ・一アうン←・晒した編fδ（｝かン

㍗（P墨守1勲（参R膿にび’らすいピ｝と3少ない9ま

た、エな肋にモか〉つつは塾：r≧（しギ㌧野生餐

置でけないρで・この勲芝鯛傷す∋び℃℃・’

つた、考う～ち‘ま必読しも正しい℃，写しし叉び、lo
后鵯‘・㈲

嵩⑭はヌエーデンでAしFAしA》Aし：社（∫）しに。図

都忘⊂・叩・動）一様て・茨σ潤声醗斯薩知

迄た醗して甚；爆撃購19ら6辱ずらくおめた℃聞

くぢ＼老ちのく手耕にけ詳しQ資；料ばない。ま

乞㊥内で俊穐顧潅第がAしFAしA嘱し紅よ⊃

UCoトイ亀移確〒」肇♪＼してQラ2夕＼ての皇薩につ

・】てけθξ）らかで倉）「9　　　　．　　　　・一

　　　　　　　　723



二宮｝・∈＝、潅紋雄三！葛し肥イerC年塑6津一乞薪ち・）kぢ80

（90％程彦で6つ房；）1ピ5影状羅如理彦ず診た

めの薯潭・卑至重π・混ぢ癩液♪0ご罷酵i父）建…髪遷

琶瓠作し、装置の運転孝件琶殼定したρこ中

によ多℃ビ㊥正暖賢量（チ嘗て｝重1偽当り025

編、，件で重嶋当り。鵬9孤℃じた・また・

祥で（薩球最3比ぽ重E批ll「麺正混ぢ比
ピし7と。

　適正脅件下で装置三豊乾す3℃・ご言℃匹ε
6）堺｛5、癩》渥一汐4（）9ごちr∫う∫’09ぐ矩3にδ多2！∫芝P

い75’、宿ヰは旭らぐ・乞の頃6）痘温1ぐ一参多℃、

う包丁鞄生一さノ色肇す））平筆2夕産1」壬亡小一1｝参’らだ

てし、一）ての多。＼1ず禾1’こし’乙モ》毫の父クiB里【⇒状

至とつ。・5ン←イとした：縁51てプし昔ぢ閤題℃ぢ：…i》。≒き

　　　　こロの
壱虜セ⑦り雛巳瓠作レ〕魔半穐一①シやつ1渚
二軸回勅一させた。’乏（D爺卑あを程塵：（D支ゐ卑1∂：

もった。た亀化ウ射。によって猶聴す｝峯rし

考えら承δガ早撃痛で為多事汐証θβさ嘘「M
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叡勧牽｛てつ、フて．考r牝で3診。　一槌に塾劾；幸’芝

老・’え；》上で海のような一式’ぢ’1叉ゴ巧「3：ρ

　o＝kA（〈二「佃
　　　　　αこ・伝黎～号
　　一ただしKl言伝甕計数（纏涜儒鋤

　　　　　Aこ老種霜
　　　七1＿七。1畢窮2小槌（Dこ心

置勲●材「料．温度差亀局じ℃Cて，假に無異：

檎の宿積亀3倍としたら、芝葱輝、は一②f趣ぢ・

5。イ郷国け上記の式から乏盈積に．比修‘1す3

すう・参量巷：たき（しても芝端野σ靖号と
同じ割ノ3では増づ・有｝。へ参ら．・装置乞：た理くしす

曝ば報陣が葛（ざ駆昇温に関しτな有剰
しす診1｝ずで一あ3。かざ．こ，（D場3、「隠避薗

（D拓逸：域1（岩け3渥雇（D陀虎毛考彪す車1ずし，

昇渥ゆ隊勲盛rtのずの90〈q㌻9c①範㊥内と
懸るψ略。

　メ2に、蛭1鳩舎件下で装遷彪運転した場’ぢ①

婁孔）覧》葎の豊｛ヒな餉4生メ実（「）…柱（∋筋・茎化芝漁

逸、Pほ・）16．学齢・．結度・剥離度・半径

令’布、）榊屋ヨ粒形令！商硅畢，BODICOD、SS，
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艇窒薫景、看．櫓勒〕・反，rδ，T－P乞0デ，　T－kし。、

ε○・（練）氏の18頭且にゆたって調！Wた。

　液温7豚、件とモ臥藩にr∂二あ夢｛2影讐・寛直

ず・厘乾個％修学へ4蹄間まで（描間の観過

に上ヒ修4す3ずのようグ＝秘計以）ぴ上屏芝諸一た、

電動（D上二茎塵度と一高1昼節し将時閤〔ま、鯵で【ま．b身

根彦は上←藪肋遅ぐ（4ζ9Cに至1唾ずδの∬ぐq2平間

程程高渥は毛爵閻（60～ヒ以上魂4肺悶以上）礫

群さ牽3・ヰでは上昇匪彦（馳ヒ軸∫D速こ（靴

1〈二到産す診σ）に46町明程度）、高温は短時二三

9c，丈上．看249寺1諭雁1度）しづ保．：梼一亡東有｝の。こ肌

は・朋L糞にはノヰ糞1’c↓ヒベ四分餌野洲櫓物図る

く歯固で（窃）：｝6覧・）断ず隣り勧，装毬の

温菌憩う高温蔭△（D苞代前代今回延す；｝ため

喫煙：｝・｝た・耳糞でび瞬軸ぐ缶べ男ぢ解
椎『肩賜物（ま虐畜＼、嘘’、り1しrち2今「ちく，曝気ず比

鞍的参幕マまので、中蒔菌オう畜渥菌n（D位代

難づ》》惨輌1／こし）ごたあし餐』づし3θ　ま一た，再浮、

牛ヒ，もに渚～温「宣気ジ孟よ・）r三309C蕩し上累嘘豊）t亡P
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る琴；6覧匝与F可下下で鞠あった。

　P臼ご豚では通曳性の壱q場・ちr参序く～にP

〔のり椎κ凹き・悪、づ号彦（ま、一旦回読権ぐ

平町・そ傭陣卸生の◎復に伴び．）律金にP

（しみ‘ノ確に《頃乙もの℃の2つの9イ）9ザ壽。

葛後者の・9てつ9は昼気性の悪、り甥参の薬酵

’の一ン℃
ち11＼～つ一ン「ヒピ5。；舅した・姜三二3孝σ〉♪1ぐ忌寸9ン！

’一罪（蛎る，収濠肥毛同様な1ぞターン「ヒて）τ
　　　ちつう
u多茅汐ら・下下・曝気r6＋＄です、、事モ」

δずえ診9一お・井では芹ρに？にカリ椎に
傾〈モ（D①，；〉モで「立った・

　フlc宕・奪下物1大きな豊イし（ま「ぎづ・っ一た：。固聖

堆肥参℃の低）に分墜酵で（‘ましりlc分力量づ・し三下

令含量三色下しか6＼うた理ゆとしτ、Wしか
微佳物0作角で今解し，若千①フし汐潅佳t淑

懲7勉こ診ガ＼覧。三四量ではフに参苞蒸姿
亡せる熱量の！％惨じ「参ので来5ぢ量1’こ停菖イ（＝

琶栗；’た・亡關び・＼凶、増気；3ri…①で一あみ。車乞物も
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全乙1こ弘ピ伺様’ぢ婆’！色「乞；ダ診ので、）k分‘含

量の言色芝厘廉し’た舞囲向で、考r二赫少ず3

1程度で一あ3．

　粘度・象lr離度・：粒’径分；布・♪湯殿：粒形分離峯＝

こ承ら1参≦∋て、繊碓物箏（D系田劣化、づ均蜜で（＝老
　　　　　　　　匙≦9⊃
うつ7ダ（わ一（t3項巳でまろ：3。麺≧（まPWLでは

4に，cwしでは一！届に色下した。剥錐塵（渉P

WLで（さ一う○％；8100％（¢。　CWしではO％6“

勢％℃玄重｝℃な’っ≠…．；粒’往分怖はPWしでぱ

う『爬5項均一上ず4忽ら’％ぢ“425一％に、200憾e嫉」奥

下汐’4∋占％ず30ぢ％と，びりた．cwしで‘2湾∫一

Mぞ♪「9》L上参’64㌦O％71“4・魚ら％IO，2－00団ρ㌶以7＝

オ2瓦。％汐ラ鵬「％℃る〉つた・♪一・
はPWLでは「冷9るザ侭菊に．　CWL一ではり0％
汐晃％℃「参ゲた。蕩L上から．轟酵：σ）i喬過に伴

智ってLW中①緻総物笥は急斬3でe，ゐ質《ござ
↓へてし、（；事参q解⇔一た。

　BOP・CO［）・＄S・・「「卜」：こ二（率ら1さz卜釆「なら

フ順の汚染縫彦亀πす指標ヒして爾、）ら娠で

い》ず．）／し琶砺フk，℃し一ビラちうし3：場宕の湾ξ韓
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程覆，噛ひ○て（ま除吉笹下〒す痛フ響．℃⊂て㊧》

お・腺去年で示「さば膨Lはpwしで4ク％、
乙）レ乙で6ξ一％！　（i卿2／7一ρ曜乙で　／う　％，

乙い！乙で／6；％’§し5Σ／≠ρ侮！乙74之％、C

〃’乙で2－2一％87〃∠りしρ）γ乙で’／3％．C砂

乙ご3一り％であ》差。　こσフ』事づ6’ら装置「巨｝考♪k

変9三E璽「乞θ飲》℃ず3がらば、　酋…『参道・1「キ億いぢ’。

椎雅づ曳上e報登竜ζ宅1定ず渉ので，有話みタ1ク厘の

予傷ヌρ王二半κ：！野禽U誤事汐』ず彦εと差フしさ。

　有権物・1冤5・7＝ρ≧6』苛曳よ（う㍗7論20～7§撰避

け一Pwしで3％rCWL’で2一％〉択、零した。反

令は’こ車「琶摂9重してPWしで0・6％！Cψ乙で

04％壇φoし左・7」！≦6》∫ノアー声≧or誹ノ）房／乙，ご

ψ乙ヒ．モ：κ一陣花／訣呑㌦1拶’，較薇物ザ彦〃ク乙だ

拳を動！◎の実：参7ぎ〃・虐加（一定。

　賢覧伍導存己Pwし、Cwしく乙モー旦1ま高
くすった，7ダ、～吃の後馬ζ「参った。

　96上ヒ1計篁κ：よって躍莇値てして束’易た．

閤始麟はPWL，　cwL℃毛（訓ぎ個じω占首’

復）だったモ（♪汐・PWLで1才有勧の溺：14ゴこ
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廷rバ’、「「一ωの隙賓峯三オら解診ように窒烹・6三罵

メンず’～｝σ）で（ヲ勺上（≒は商く二ぢ1∋o

　吃6）碓1皇気け・海覧fに但怪し一た。ま一一た宅禰

uつた。

　粟1（：癸酵の椿糎につQ一下考奪ず3．．癸i肇（程

度）の指糎．につ・）ては・今9までに確立さ喚寿

彪i〒右ジ去（｝す、、ぢへ♂≡著者（「）実験’ぢ・ら・r玉・b一た

っ’ｽ事イじの隔あっ7i壬：頭自・ζし’～勲｝盆隻pH．こODl

粘度「参下下おげら砥3。菊温（・さ，紬’菌の包・代

女代1て伴がって、菌：数じ菌毒・毛代みり，上＝回

しつつ、WL中①肩章軽物「早年i菱分解し・てΩ乙σ

醤≧に、pwし・毛。）レ仁モ，最司高液温芝示す交。王釜

侮3へ乙←㊦四馬ら○為糎1物（∫）♪虞！少の程度は．

射ま∵綾げい℃ぢつた一茅首ら、　　　　　　　　　　　　　　こ①茎ず吉巣9角さ
　　　　　　　　　　　　にコ
轄・2よ堕つ9て｛瑠爵之　1渉p〔ず8－9
に安定した齢群団〔咽【5。nは一旦ρ〔ガ上半

し下降した島：門門覧ネ逸索党熱℃して斌3。

著r≦の実験では、乙wしにつ、）「乙は、こ。事

方㌦、》した台’、　PwLr二’）・、「≧は「尽e角でゾおっ　た
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お＼更に曼B寺閤（D父り王里老…麗1サ3すらばPH停

下i粗葉モの乙考λら嶋・こ0ρ！。♪、1で

は図らず豚糞琶堆陀イeした瑞各乙ooΦ値
マダ宕濃し7…ヨ辟ド乞兜喜ゑ①自¢ヒ’じてq3ぢ’色『巻

者σ）弓豆蘇1でr三、PWし①》coρ1寺町袴～ジ盛土且老

乖し青一あた9で璽些して…7∈。『i／施琵／こつ、ノ
　　　ねきユ
ては宮尾【ま腐市〈ヒの指墨℃な労零：5U＼いで

いきづ覧、立ちσ）璽騙で毛PWLず遡壬里後∠旧自，

CWしが㌧3θ自で最低電i〒し7i三汐、こWしで
f罐窪ま、①毅蛎快ざ3た酪」雨ぴ（図上ヒが

丈き∠増加してし渉うた。葦δ度1・こつ曳）ては，

PWしで：卿虚像9E旧ご31c、　ewし∠←日月

ご3に兆索囹憲兵召定し7…。こ脳さ箱櫓物の癒

かず；倭ば’．）‘’こ参った麟とニー致してq3。」馬

上Φ事参ら、痕逓、P目、（二〇ρ、光δ度〔才署

酵6り程度「あ3し）（さ：曳蓼．の搭『噂ヒ，すりうるて二考

づ）3。

　〉恒に発醐。関与す5微金物（野に象a荏りと堀ち愚

微生輪（末醜層蔭群，寸（し〒ネ「プ菌群〉の動越につ

qZ考奪す夢．畏酵σ）観過に伴をつて、色鬼
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菌づ’ら『P温：菌へ℃也代交・伏ぢ・’びt中、痕温づ・

上昇す多r（＝従の、禍温荏≧ぢ論うL、中温葎は憾

》す多・まヨた・心匠σ）．勧昼に伴びの、荏1茎は
蛍純ヒ参りBαGl（喝が主℃な3事汐知ら譜そ？1

多。老老（診LPWL、⊂Wしヒ・も6∫∫ヒOサンつ・

レ曾著画き副直艶で頭囁閻鋸悪し、琵董斬曵

で⊂・（似ブ汐報麗的rこ㊦一ヒ魅ゐ甑3傷豫呑も

のにつ・、τ㊨宣した翁睾、鰺毒魚喬》昼菌でお

渉肱ll丁張α嶋e麻。P』、f－5一擁私た・

　宕」た・病白歯生物は男津＝捲葎．蓉ヒ（．で竜義

7ダ詣り一溜1秦1掩紘で霧需ぢ・大船1歯群、餐よ

び房畜に濠病老引．き走塁こ亨樋含ガ・角こ、黎ぐ

文応ての立端性ず上∈厳餉弧・サ1しモわ萄群

1！訪qで注上した・大曲苞群r｝Pe5。ど／‘同議も

へら久グ重窓口永素し毛ン7到　PWLで雰9（ゴ齢蔓過

したつンフ91し！CWしでぢ堅9Φ勺〉つ引しでば

検出也齢す参っを。ま＝た！胆し＝e栄ラ菌群な

つ9グう一壷矢培蛇割M培斑，づ’トう糖
ll＞一心塩鯉つ9←ン靖：艶①そΨいε承の堵焚莞爾

、、魁陣試聚祈ちうた釜果，PW・L，（こw・しと＝
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毛1（＝聞砺爵に：陽チ生だっア三モ（「）毛、盤3暁1ては

全エ晦，性と二右㌧．た。）に’ご、プこρ下下）群ち＝捲ネ肇と

しマ．平門四丁三子粛め’ち．PWしΦ下期の

最稿癒温弥9c’下弓自（あ鵬液温609c乙・覧蘇

ビ二値退し、サンつ。1し電選作」さでた，θ’吃0能

聚、魔℃，609Cヒモに3爵間後にぱ肇曝菌群

1才鞭出’亡メ恥“す参う’た。まrた，⊂Wしにつuて

は全；餉①最拓殖温な9c／項勢頃最二四》盛」曳℃

ヒ、凌曜庵轍点し1寸ンつ9に老程作笠せた。

その二二、孕ζ9e，切℃ヒモに感作」蛉間ず展く

す：｝に況セnc。t甑ソは栽覆し・4ζ七で48焼卜間、

曳・cでf涌二丁，峰したモ①〔につ・）でま二等菌詳

〔簾渉㌧一さ二びすづ一つでう。

　馨塾．甦醜①経過で1高温荏｝が』灸癒亡，牙一に、選

累官司。）為陰・陸中シ1蚤：菌一つ㌧更癒ずる理庄h乙しτ、・’

乙つづσ二叉汐・あヴら索》。算1にミ二度の影

響であ5zダ，毒）8荏）（D酵客コ蚤白（よ、他の紬葎

①酵憲・ざ室・ト住す多よう7さ；畜｝》鴇。5℃。（＝以上（）

　　　　　駿極監晦務遍「肇＞6酵義》舌、！生のるの瞬徴’乞ぞ）マの
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る≡事かち、細箇づ“灸風〕す診のは荏L体「蚤6つ亀♪ξを

⑥ず；・ためしそ二（人一てい，｝。　豆に、葦乞璽より逗

餐の「ち右殺3砥勧果1宅F弓馬」（であ…∋≡事’き半知（P事

裳で為き．第2にP臼倒影禦であ多ず・一国

。細菌（キρH6趣7施至逼pH℃し・早早で

毛PHは90〈鮪と．さ醜て・膚・これに如し志

渥菌の一報飾椎填℃CてP8はずかり苔（て
毛1圭畜は7∋「蕎ε：で～銘3。従って、鍵酵の三型坦で

温度の上昇に㍉伴な〉う参（：Dよう1（＝PHモ上累（う

説伍ま」で上興する。第3rこB偲．K帆5のゲ1し一つり

’こ丘早年半年に強のモの℃し’τ鉱。派55u』毛漏

つる多づ“、こ（卒一ずらBα，ここ｛｝αししn①；様な項『丸物

填、一あ渉Qは．、そ娠に類似．Cた伊江老．＝薩三往＝し，

旧型性申下歯にイダフ7〈1ゐ司春灯が奇ゐヒ
　　　　　でゆヰコ　　　ムうユコ

思彫れ．太祠・脂太6財部ノ珍毛いって・・ゐ．

い寸れにしてむ液状託衛処鍾し杉己の1。つい

て1嶽殖ねヒの瓦刷翻胞を与す7ユい者の1ひ

姦滅をれ1ら。　η為．碕、望平首ヒついて旨．　〃

回枚潔舘勧ブ興うセ蕉壕鼠混合液，が．姶
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象悔嵐の生有ヒら・さ｝りし）・垢絶L落えろし．

為激にプ」ろので．謙数慨魂が配逐乞れち6つ

と推に乞俳しみ・

　堤ヒ。易野虫．角に回虫卵k．oいてで勿ゐ

姻鎌しし・喫簸1幽・」例φ・。乏が．蒐肩。

郊去でゑ派を処理しfづ野合．玄卵ねイ勿ヒ殻

i熊えみ6のヒ引物れゐ．
そて．）欠に縛、：尿混倉i綴～蝿、飼メ汁（P－LFの芝

川肱に与えセ協合の馬響を細屋＼．粕象的

k飼漸として判司そ吃ちむ思料の司ゑに！つい

て液尉しセ。

下下を飾れして冷評⑰備あ．均一炉多
生り刺鋪らブ」eの‘憧：左1生についてで勿

ゐ．孫廊微狛勿，場生虫の霧菰航函・才舷
狗寮，一皇虚勢董微誠瑠7才ど撚闇題と乞れろφv

編1コ．こ帆らについて1ふ．鴛L二半の朗
知泊刷乏．健魚豚に与丸，娼られ繍鮮ブ漂

客毘いみ多が所要であね〕考λ一ゐ。艇フて1

之の癒唱藁プ」ら膝．i病忍徹，生物・寄生嵐・壕

痢ηヒー0閣題ト乙陶処し得る渉のと権に乞乏
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軋み。

　喫鞭に1コ．LHの同腹イる豚／・重鍵朔い．獄鮫

のく6頒．角既己k汐鎮をあてた．誠腋1コ旙

姶菰敢．．消化甑最，．肥年三鍍．馬肉訊最　肉

灘崎鮫．鼠ゑ丁年の樹多につ、・て焉・お仁．

慶鮫K朗．、腔舶響け興部考式：敢．乞笏・き．訊敢琶

1二董づP－L戸戸30％含ゑ碗合飼勅．刈駕区ドロ

／〃・／説壱峨聯猛零下色．その雇呉攻のよう

4儲塚毛ノ得ヒ．

　（1）循下界＝託砺野冊物（P一ム戸戸）1てタ寸つわr店野

性」り腺　oて蓄ヵ・．た。

　（z）1刻し葬：乾物肖鳶口列屯色より乙2ρ’）3ρ％

微酬鋤・．杉．

　（3）肥母子殴：勝皇ロ試叢足．賓鷲已ヒ老k
同、傾伺ト紫黒し診躯90糎引．竃13々1ユ獣竣区

／」・4日ノ争（試蟻L闘女彰4乏＿70】日）．　タ寸聡｛Z．　／63　ロノ今（試

馳蘭始終49E）であフ杉。2丘．蘭潮の即興悔

1コ訊簸匠月LFFを蒜づ1招司刺網ネ孝3．36・鋼

ネ惣擁ク50と角理已まり乞裂婚で働つち．

　㈲鮫痢取絃；場箇り1コ．訊：駿白｝娼鴛巳と
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比・て／ク孤四丁・f乞に句ぎ甘．二二窃馴仁b…率で

口試彙．¢1コ三三区1く比・v舶；肪がよ。光勿∠．　二

二1コよρ％薩彦．ツ1』カ㌧乖。

　（5）肉即急鮫：FH．永冷．瓶脂紡口両琶閥1て

夫疹1つ材ヵ・。お．肉色1コP。rkC。i。αr　5†αnd恥
じおコ

トdで列定可みと誠敢琶のカが浸み・．仁．砕脂

務の融蔦1急試、馳¢の労・が％イ領ぬ・．荘。

　（6）東老状能の稚勉：P－LFFぜ名ん信餉娼が
　　　　　　　くロコヨコ
舵看豚。1二夜lr卜司影回のろち．’姫歌態乞生ん←

で推彪でろう％として比飯二黒動勾麓奮％で

わる位記．旋璽乏有ね）・．　乏の二見によワて柔

但二二・へ4トクリワト・へ毛ケ・ピン・乎
均訴血探血色煮謬言・三二彦β星・％比・弧

滴下自虜動を・あヴf乞。これらの煎哀に砂な汐

乏区を匹の数イ直は．執最已kっ、・て口矯に磧

血傾伯を誕めてト，壕白以虜、三見二見などか

ら．所職・リン7縛k己菊K穫彰1手有かっ五
と劉断さ．帆ゐ。

　疹艦の餉ゑ試鮫の髭累玄綻穐でれ1才、肥脅



の透1艮ロ試恥辱口角聡（Zに底・いて遊卜しf三。

この埋、卜しして．ノか董あ徳り。偽君司量ね畝鍵

ピ、殉熊（三ヒ〃童整で1コ同じF亦・．蔓物星と

　　　　　　　　　　　　く　の
み下下漁が曝莇・肩：薮・」貿竣．を告・」っも影壁

1コ．む・しろ釧最己のう索紋下が艮妬ぢフβ場

合渉あ。1≧。4ち．肥寒期閥ロ90み身を日採と

遊れfヒ姻．℃のイ1しのユρ13の凹型代毛計猿でわ

と額厳¢の秀が芦イ身網と7」ゐ．客移虚レげ

博い．あみい1コ竣司e直しをず恥し1才・該厳琶ヒ．か

t．りお、このぎうに蒙鳳初暦の、幽賜を身た

■舵看こ既野冊閃の嘱務1生に章句ゐ下し老口孔
　　　　　　　　　　　　　　　　　くロリあrら7」いが箔晦略・」っセ移免殺哲で1コ

不更董1」φvら彰．知韓〔Zの迄閃ヒ。鑑吃亘い

出，⊂ηか。粉雪・ら．啄じついく｛ユ知コ．ブJ

い6みと思tわ区セ。
　乞て．廉し後一に芽凍温鳶粥L詫鵬．胞荊（ε一ム戸々）0
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　　　　　　　　ごフうコ

処で思潮瞬・、ゐ牧茸イタリブソライ〃ラ

フしを凋いて、肥劾試鮫乏竹1」っ作。

　眞；馳．口圃場三門のづン八クト版．で協；ろワク
くほケリ　ゆロ

試鞭1ヰっd言・」い、⊂一L戸r1の《勧てズラリー

．化放言荊＋し剛の3Eを．それをれ一¢二
遊韻で脂4っR。施肥量ね　L舟1．フし：ラリ1ヒ

ζ火星IZ（！Oq当り40あη〉、、ヤ・量区（／0q当りノ。ゐη）

寸・二二（／・q当り3ゼ・ハ）の各¢豪毅1ラも他そ

っセ（孟．可7」わちノ《し1或：言忌キLF〃の小1量：区．、

壷量区、よ量¢5毅1うヒ。　毛の衡泉沢のよう

・」髭衆をノ得て乞。

　（D舶　動：∠戸々’コ尺ラリ1と比・V象究口写

∠．r施肥量1＝元・して生脅状5兄1て畏妬で、回忌

星6施肥星に民例した．4焦癩羽蘭1ユ人
うり一三爾の湯引ヒ1山山様であ。島

　　　　　　　　　　　　　　ごゆ芝叙敗茸ヰの硝悪澄望象はんαm5の釈老し

て）・ゐ橘に稲・・ゐ佗俊恒磁属（敢物ヰ持り
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詩ブ」∠．最6匁・二合で6．スラリ，で＿

看算の火整一区でク08ク％．ん戸々でδ一希葺っ火

髪｛Zで・ク。ク5％で　で）フ　τヒ　『多rか　ら／〃α　当　り40†oハ散

浄しイ乙頭酸二藍森1・稲いみ急俊性1コ極めて

仏吻・っfヒ。

　ゴ牝．ん戸脳スうり，吻司一の壕尿を函い

てX乍威しμのて・あっ姐純星系邊1コ1うヒ勺
とr三一1ユ　ブ∫∠（∠戸々。．2∂〉％；．　ズづ17リ’／　 ‘久q2i7％）．　そ

れを施肥して褐ら区セ牧算中に名穿れゐ偽望
芋侍話1弓ヒんど差14・」カ㌧色。が．しかし

であれ1丁．一1畜節二看気多燈糞のフ・隙じ勿
∠．　1ノ伯ll判乞ノ翰・い‘て（ノ金．／8’イ季IDタくうリ1琶．6フノラ5てかべ乏タ

山回。この勃・ら、乙納ヰの頑陛下’望寡は

旧しブ』φ・っ同のの、藪額臨劇裟廃碓

処…哩可ゐ場合のメリワトとして、従素’から堆

肥懸　の二心にタ妨岨）、酵柄の陀に作
物への頚綴態望寒の塗漬亀啄ラリー毛馳昂

しセ場合よりガケ4＜窃みこと労噸得力・，篠

　以払．尿脅拶、魚を泊動411用さぐみもめの！
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ワ物吸として垢儲処蜘＝よリ．婁尿の性状

で1瑠君ヒして、射1魂湘として湧礼そ。
往めの瓦咽猷鮫ヒして蘭震盆駿嚇宏・膨燃

厳を輿施し馬吃の彪風蘭紺ヒして葬1囲で
ゐi二12畿勿の組題をラキ◎6のの．遊い掲象に

1り，覚くr・飾財ヒして寒寒婦1樋脇ゐEが．載が

函、二ご勃乳力ぎのヒ確麗して・・．尋た，取辮

とし●て1コ・　ズラ、）’とβしへ：隔ろヒ、　1あらゆうテ翫

で好身性発薦さ℃た6のが泊馴・で・あみので、

のと露の匹わ・事後鉛・敬盈養魚をπeり。／下

之セゐ為・房齢して、処細管〃、の確弘、ひ

し運・ワ・ラントヒしセ場珍の閣懸蔦乏一孫り、

斥用面そ・あらゆ7b可能，1隻．抱♂蔓性．　薪ノ乞1生ノ」

と・に・フいて．茎，礎的7」更：駿．漸％も髪ねゐ愚

心があみ．



第「て章　結　論

　著老は・」葬毛無扉’芝：7自動1’＝＝；和眉ヲす5た凌）①

一手投と’して・高フkラ㍊ズ建で①糞野老発酵交n

躍すろ事に：帯締琶した。そして、そ①・ため①

早訂籍し．罷酵（D望地を殼定した。豆∫の整

醐理を施した早蒔を飼＝料窃多Qは昌ε・料に廼

零すべぐ・咳…験餉な石縢老そ〒な．・た。そして

）更の様ぢ乍D見「乞傷た．

　1，傷薙；：糞尿はフに≦580（90％程彦の高2fこづ5状

建でモ層群さ氏撃う㌧航ば裂勲癸酵6可誌であ
る。

　2彦蓬糞扉亀高フに分で甲状癸酵ずう場3①

鉦曝気量は豚で糞尿上U言1備ノ糞‘ヒ身当

りαi88脇で・一島つたρ

　3．ノ千の場4δ一婁尿琶液状隣町陣する場参σ）」遮

正》星fラ上el才211で蚕うたθ

　4．募畜糞尻）賄癖彦父9理した騰（D痕温σ）上

環垂彦ヒ滴温伶痔時間は豚では上昇速彦は比

　　　　　　　　142



藪的垂の夜面、高温（参毛・的閤保梼一さ・回る。月琴

では上皐速度ぢ’蓬の頂画、高温は簡時簡しづ

愚将さの～なの。

　5・家葛糞尿農宕竣観り卸した駅頭、塒に豚

で（まρ目は、琶ちに？にカり倶1夙傾ぐモのご，

酸帷側（傾Qた毎に、ア1し力｛）側〈転じ∋ε

（P℃の》）のつ・でつ9つ噺あう7三9

　6．塚田糞尿〉艮名四の発酵勲度0）指糎乙して、

液温、pH・cOρ・粘度・（ヲ楠比づ’」直巻ζ
考づしら河しる

　7．寡畜糞尿曇下履芝乾酵遡理すろ場65、高

温域で中fじ℃ぢる紬菌は囮｛“s或eα卜。廿帥。ph言比

で友ゲた。

　a咳鼻穫｝叩扉涙6液．「巨孝色画孝≦と）王里ξる場〈i∋，温

彦6）上昇重斥呈で豚・去キど毛に539ヒσ）とンきσ、ブ

ンフ91し①中温菌（3り9Cで培…羨）σ）庄菌：i数づ’」最毛少

賢くが多．

　9宇多畜糞一扉〉昆琴海三豊酵交P…卸した：場ち、癒

温ガぢプ。琶敵九た毛σ）につのては勝、件ヒも

に想易菌群、サ‘しr已ネ5菌群rまフ険ヒレ也砥有’ろ・
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つた。

　10，ii差等：父コ王里と均）（ρ一LFFり老月雰6フ倉冒料と二しτ
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41）

／
深さ　30Cm

／　／／／
　　／

　　下
　　　10Cm
　　†

　　　30Cm

ノ

地表

土申

ワク試験のワクの配列

1）30Cmの深さに起耕する

2）ワクを入れ込む

3）土を元にもどす

4）大寓表土を・Rねる

l
l
一
↓
7
N7 4 ／3 ／ ／0 6 ！2 8 3 〃 2 5 9
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